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今 号 の 山 行 報 告

3127 烏帽子岳∼水晶∼赤牛岳 3128 高天ｹ原･雲ノ平 3129 竜ケ岳(BSでホツ)

3131 棒ノ折

3132 火打山 妙高山 3133 苗場山 3134 船形山 泉ケ岳

3135 大山
3137 鷹ノ巣渓谷

3130 南会津 田代山3130 南会津 七ツ岳 3130 南会津 帝釈山

3138 大垈山 宮路山
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連 絡 網 に つ い て

1．山 行 時
・リーダーは､山行実施前日までに緊急連絡先の依頼者へ､メンバー表と特

記事項等（コース変更の場合など）をメール（添付）等で届出をする。

（依頼者が複数人の場合は依頼者全員に届出をする）

・リーダーはメンバーと行程情報を､登山口等で提出(可能な場合)する

・下山後は緊急連絡先依頼者の携帯宛に必ず下山した旨メール連絡をする。

・受信者は返信義務はないが､簡単な返信が望ましい。

※リーダー各位は山行時の届出､下山連絡は徹底してください。
3．緊 急 時

・山行パーティその他からの連絡により､緊急連絡先担当者に連絡が入る

と思われるので、リストに従い順送り（連絡不能の際は、順次下位に

送る）で全員に連絡する｡

・その後、役員リーダー間で速やか且つ適時に連絡を取り合い､会としての

対応を協議・実施する。

４．参加メンバー
・参加する山行の情報（行先､こぶし会山行）を家人に伝えておくこと｡

①涌井良明 ②一柳 昭 ③渋谷賢寿

⑥瀧澤きよの ⑤伊藤久雄

⑦峯川弘子

④渋谷京子

⑧宮崎敏男 ⑨阿部みゆき
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こ ぶ し 会 山 行 計 画 の 難 易 度 に つ い て

N o . 2 0 ３ 号 で お 知 ら せ の 通 り 、 山 行 難 易 度 に つ い て 当 会 の 現 況 に 即
し た 改 訂 版 で 試 行 す る 旨 の お 知 ら せ を し ま し た 。 2 0 2 3 年 1 0 月 以 降 の
計 画 か ら 、 試 行 し て い ま す 。 難 易 度 の 目 安 は 以 下 の 要 素 表 を 基 に し
て い ま す 。 立 案 さ れ る 各 位 に は 計 画 書 作 成 時 に は 改 訂 版 に て 記 載 い
た だ く よ う に お 願 い し ま す 。 従 来 版 で の 記 載 に つ い て は 、 行 程 内 容 な
ど か ら 再 設 定 さ せ て も ら い ま す の で 了 解 を お 願 い し ま す。

山 行 難 易 度 (試 行 版 )

◆ 要素１ 基本条件
レベル 歩 行 ／ 日 最大標高差（目安）

☆ ０～２時間程度 ０～１００㍍
☆☆ ２時間 ～ ３時間程度 １００～４００㍍
☆☆☆ ３時間 ～ ５時間程度 ４００～６００㍍
☆☆☆☆ ５時間 ～ ７時間程度 ６００～８００㍍
☆☆☆☆☆ ７時間以上 ８００㍍以上

◆ 要素２ 技術要素

レベル 道標・道型・藪・岩・痩せ尾根・高度感 etc

A 行 程 中 自 然 状 況 に 起 因 す る リ ス ク な ど を 考 慮 し な
く て 良 い 。
(街路､遊歩道、林道等が中心のウォーキング､芋煮会等）

B
丘陵、低山、道迷いリスクの少ない里山、トレイル、など、未舗装
林道、遊歩道、比較的導標等整備が行き届いている登山道の行程

い わ ゆ る 一 般 対 象 の ガ イ ド ブ ッ ク 記 載 と 同 程 度 の 行

C 程 。 導 標 等 比 較 的 整 備 さ れ て い る が 、 短 い 岩 場 (ロ ー
プ ･鎖 設置含 ）、 荒れ 気 味の 登 山道 や 未 整 備 道 の 通 過 、
藪 の 通 過 な ど が 含 ま れ る 。 但し積 雪 時 に は 技 術 度 が
上 が る 可 能性 も ある。

岩 場 ､ 藪 ､ 痩 せ 尾 根 な ど 通 過 に 山 岳 経 験 や 技 術
を 必 要 と さ れ る 個 所 が 複 数 あ り 、 一 部 三 点 支

D 持 を 要 求 さ れ る な ど の 箇 所 も 含 ま れ る 。
( 無 雪 期 の 、 南 ･ 北 ･ 中 央 ア ル プ ス 縦 走 ､ 南 八 ヶ 岳 縦
走 ､越 後 ･会 津 な ど の 縦 走 、 テ ン ト 泊 な ど）

★ ★ ★ ★ よ り 多 く の 頻 度 で 転 ･ 滑 落 ､ 落 石 の 危 険 ､
E ま た は 谷 筋 ､崩 壊 地 の 通 過 な ど の 危 険 リ ス ク が 想

定 さ れ る 計 画 。
(槍ケ岳∼切戸∼穂高､唐松岳∼白馬岳、積雪期の八ヶ岳等)

◆ 上記の他、当該計画での特記事項があれば簡潔に追記する。
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１月～ 予 定 カ レ ン ダ ー
２０２４年１月～４月１週 山行計画（11月19日現在） ※月曜日から始まっています

（※会報未記載で追加になった計画は、別途にご案内します）
2024/01

月 火 水 木 金 土 日
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

東海七福神 　1A
1h15　一柳

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４
子の権現　４C　 52期 総会 13：30～

5h　瀧澤 立川女性総合センター
１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８
あしがくぼ氷柱　日向山　３B

3h30　宮崎
２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４

2024/02
月 火 水 木 金 土 日
２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８
一本松山～名倉金剛山

３C　3h45　渋谷(京)
１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

高柄山　４C
5h25　瀧澤

２６ ２７ ２８ ２９ １ ２ ３

2024/03
月 火 水 木 金 土 日
２６ ２７ ２８ ２９ １ ２ ３

湯河原 城山～幕山
４B　5h55　峯川

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ 15 １６ １７
高麗山　３B

3h25　渋谷(京)
１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

箱根 山伏峠～三国山
３B　峯川

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１
丹沢　春嶽山　3C

5h　瀧澤
4/１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

お伊勢山　３B 
3h　宮崎

10-11　奥日光 廣滝・光徳周辺(ｽﾉｰｼｭｰ)　３C

2h30/4h  瀧澤
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Ｎｏ. ☆ A
旧 東 海 道 を 歩 く
東 海 七 福 神

期 日 ２０２４年１月７日(日)
集 合 京 浜 急 行 新 馬 場 駅 北 口 改 札 口 前 １ ０ 時
出 発 準 備 出 来 次 第
行 程 １時間１５分 （参拝時間含まず）
地 図 当 日 配 布
交通費 ３３０円（京浜急行品川駅起算）

乗車券 京浜急行線 新馬場駅(しんばんば)
C Ｌ 一 柳 昭 ☎

✉
コース 新馬場駅～大黒天「品川神社」～布袋尊「養願寺」～寿老人「一心

寺」～～恵比寿「荏原神社」～毘沙門天「品川寺」～福禄寿「天祖
・諏訪神社～弁財天「磐井神社」～大森海岸駅

締 切 １月６日（土）
定 員 なし
備 考 ・希 望 者 に よ る 懇 親 会 を 考 え て い ま す の で 参 加 申 込 時 に 併 せ

て御 連絡下 さい 。

山 行 計 画

品川神社
大黒天

荏原神社
恵比寿

品川寺
毘沙門天

天祖諏訪神社
福禄寿

磐井神社
弁財天

一心寺
寿老人

養願寺
布袋尊
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Ｎｏ. ☆ ☆ ☆ C
足 ・ 腰 の 参 拝
子 の 権 現

期 日 ２０２４年１月１３日(土)
集 合 西 武 池 袋 線 吾 野 駅 ９時００分
出 発 集 合 次 第
行 程 ５ 時 間
標高差 ↑671㍍ ↓619㍍
地 図 奥 武 蔵 ・ 秩 父 （ 山 と 高 原 地 図 ）
交通費 １，２６７円（西武線池袋駅起算）
乗車券 西 武 池 袋 線 吾 野 駅
C Ｌ 瀧澤 きよの ☎

✉
コース 吾 野 駅 (35 )秩 父 御 岳 山 (55 )吉 田 山 (55 )小 床 峠 (55 )分 岐 (50 )

子 の 権 現 (40)分 岐 (35)水 場 (15)西 吾 野 駅

締 切 １月１２日（日）

定 員 なし
備 考 ・お正月の体力回復に子の権現に参拝。

・福寿草が見られかも。
・西吾野の寒桜も。

イメージ
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Ｎｏ.
あしがくぼ氷柱と陽だまり豊かなライト駅前登山
日 向 山 （ ひ な た 山 ） ☆ ☆ ☆ B

期 日 ２０２４年１月２７日（土）
集 合 西武秩父線 芦ヶ久保駅 9時45分
出 発 芦ヶ久保駅発 ９時４５分
行 程 約３時間３０分
標高差 ３１６㍍（累積407㍍）
地 図 奥武蔵・秩父（山と高原地図）
交通費 1,444円（池袋起算) 1,724円（八王子起算）
乗車券 西武秩父線 芦ヶ久保駅（９時３６分着）
C Ｌ 宮崎 敏男

✉
コース 芦ヶ久保駅(9：45)・・・あしがくぼの氷柱会場(10：05～10：35)・・・

芦ヶ久保駅(11：00)・・・農村公園(11:30)・・・日向山(12：15)[休憩 4
5分]・・・琴平神社前(1:30)・・・芦ヶ久保大観音(2：00)・・・道の駅
「果樹公園芦ヶ久保」(2：20～3：50)・・・芦ヶ久保駅(16：00)

締 切 １月２６日（金）
定 員 なし
備 考 ・往路①：池袋駅発 ７時４７発 西武池袋線飯能行･飯能８時３５分

着･乗換８時５６分発三峰口行
・往路②：八王子駅発８時１３分八高線～東飯能８時４９分着･西武

池袋秩父線乗換８時５８分発 三峰口行

イ
メ
ー
ジ
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Ｎｏ. ☆ ☆ ☆ C
氷 瀑 庵 滝 、 光 徳 温 泉 ス ノ ー シ ユ ー ハ イ ク
庵 滝 ・ 光 徳 温 泉

期 日 ２０２４年２月１０日(土)～１１日(日）
集 合 東武日光駅 ９時３５分
出 発 ９時４５分 東武バス 奥日光行
行 程 １日目 ２時間３０分(夏時間）／ ２日目 ４時間（夏時間）
標高差 １,５２９ｍ↑↓(累計)
地 図 日光・白根・男体山（山 と 高 原 地 図）
交通費 2,784円（浅草～北千住起算） 3,900円（日光フリーパスお勧め）
宿泊費 １１，０００円
宿泊先 か つ ら 荘 ℡ 0288 -62 -2571 栃 木 県 日 光 市 湯 元 2546
乗車券 東武日光駅 or JR日光駅
C Ｌ 瀧澤 きよの ☎

✉
コース 1日目 日光駅(9:45 )赤沼(10:49)幕張峠(25)弓張峠(50)庵滝(50)

弓張峠(1:10)湯滝( )奥日光BS(10)かつら荘 泊
2日目 かつら荘(10)奥日光バス停(8:51 )光徳温泉(9:00)アス
トリアホテルクロスカントリー5㌔コース～(12:30～15:00
ｱｽﾄﾘｱﾎﾃﾙ･温泉入浴)BS(1h)東武日光駅

締 切 １月３１日(水)
定 員 なし
備 考 ・スノーシユーor軽アイゼン或いはチェーンスパイクをお願いします。

・庵滝は雲竜より小さいが近年人気スポットです。
・スノーシユー(＠2,000円)､クロスカントリースキー(＠2,300)はアスト
リアホテルでレンタルできます。
・アストリアホテル日帰り温泉 ＠1,000円（タオル込み）
・小田原遊歩道からの男体山、太郎山、大真子、小真子、女峰の景色を見

ながら歩きましょう。
・湯 滝 BS～ 奥 日 光 時 刻 14:45/14:51 15:23/15:30

15:43/15:49 16:23/16/29

イ
メ
ー
ジ
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Ｎｏ. ☆ ☆ ☆ C
緑 の ラ ブ レ タ ー と 山 の 目 で お 馴 染 み！
一 本 松 山 ～ 名 倉 金 剛 山 ～ 秋 川 橋

期 日 ２０２４年２月１８日(日)
集 合 JR中 央 線 藤 野 駅 ９ 時 １ ０ 分
出 発 集 合 次 第
行 程 ３時間４５分
標高差 約２４０㍍(＋アップダウン)
地 図 高 尾 ・ 陣 場 (山 と 高 原 地 図 )
交通費 484円 (高 尾 起 算 )
乗車券 藤 野 駅 (8時 58分 着 )
C Ｌ 渋谷 京子 ☎

✉
コース 藤 野 駅 (20 )分 岐 (20)一 本 松 山 (20 )葛 原 (20 )名 倉 金 剛 山 (2

5 )天 神 峠 (20 )高 倉 山 (2 0 )天 神 峠 (2 0 )桂 林 寺 ∼芸 術 の 道 (4 0 )
秋 川 橋 (25 )藤 野 駅

締 切 ２月１６日(金)
定 員 なし
備 考 ・藤野・名倉地区は全体が藤野園芸ランドになっていて芸術の道に

は野外彫刻が点在しています。
・去 年 ６ 月 予 定 で は ヒ ル の 心 配 が あ っ た た め 冬 季 に 変 更 し て 実

施します。

イメージ
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Ｎｏ. ☆ ☆ ☆ ☆ C
中 央 線 、 富 士 山 見 な が ら
高 柄 山

期 日 ２０２４年２月２４日（土）
集 合 JR中 央 線 四 方 津 駅 ８時３５分
出 発 準 備 出 来 次 第
行 程 ５時間２５分
標高差 ↑ 1,112㍍ ↓ 1,057㍍
地 図 高 尾 ・ 陣 馬 （ 山 と 高 原 地 図）
交通費 ７４８円（ＪＲ高尾起算・四方津 418円／上野原 330円）
乗車券 JR中 央 線 四 方 津 駅（８時３０分着）
C Ｌ 瀧澤 きよの ☎

✉
コース 四 方 津 (1h50)千 足 峠 (20)高 柄 山 (50)新 矢 ﾉ根 峠 (1h05)鶴 島 御 前

山(35)登山口 20)薬 師 堂 ・ 島 田 小 学 (25)桂 川 橋 ～ 上 野 原 駅
締 切 ２月２３日（金）
定 員 なし
備 考 ・四方津駅発千足集落から高柄山コースです。

・アップダウン、渡渉、枯葉、ロングロ－プ懸垂下降あり、飽きないコー
スです。なお、鶴鉱泉は休業中です。

・軽アイゼンが必要な場合は参加者に連絡します。
・往路：高尾８時０９発・甲府行→四方津駅８時３０分着

イ
メ
ー
ジ
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Ｎｏ. ☆ ☆ ☆ ☆ B
湯 河 原 駅 か ら 鎌 倉 幕 府 開 運 街 道 と 梅 林 を 訪 ね て
城 山 (土 肥 城 址 )～ 幕 山 ～ 幕 山 公 園 梅 林

期 日 ２０２４年３月３日（日・ひな祭り)
集 合 JR湯 河 原 駅 ８ 時 ３ ０ 分
出 発 準 備 出 来 次 第
行 程 ５時間５５分
標高差 ↑↓約８５０㍍（累積）
地 図 箱根 (山と高原地図)
交通費 JR片道約3,450円(新幹線東京駅起算・東海道線のみ利用1,694円～）

復路バス代２９０円または 代
乗車券 JR湯河原駅（往復）
C Ｌ 峯 川 弘 子 ☎

✉
コース 湯 河 原 駅 (1h30)城 山 (30)椿 台 (15)し と ど の 窟 (1h10)大 石 ヶ 平

(50)自 鑑水分 岐 (20)自 鑑 水 (20)自 鑑 水 分 岐 (20)幕 山 (40)幕 山 公
園 ・ 梅 林 散 策 ( 15)湯 河 原 駅

締 切 ３月２日（土）午前中
定 員 なし
備 考 ・湯河原の自然と源頼朝ゆかりの歴史のロマンに浸れるコースです。

・下山は「湯河原梅林 梅の宴」開催中の幕山公園へ
(※開催期間 2024/2/3(土)～3/10(日) 9:00～16:00)

・約 4000本 の 梅 を 誇 る 梅 林 、 満 開 時 は 見 事 で す 、 開 花 の タ イ ミ
ングが合えばいいですね！

・幕山公園から湯河原駅行き最終バス16：20間に合わなくても上記
開催期間中運行の臨時タクシー(1,640円/台)を利用してのんびり
と楽しみたいと思います。
箱根登山ハイヤー 0465-22-1311／伊豆箱根交通 0465-62-2545
門川ハイヤー 0465-62-2538

イメージ
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Ｎｏ. ☆ ☆ ☆ B
富 士 と 相 模 湾 の 展 望 台
高 麗 山（こまやま）

期 日 ２０２４年３月１７日(日)
集 合 JR東 海 道 本 線 大 磯 駅 １ ０ 時
出 発 準 備 出 来 次 第
行 程 ３時間２５分
標高差 ↑↓１６３㍍
地 図 平 塚 市 ・ 大 磯 町（２.５万図）
交通費 2, 332円 （ 東 京 駅 起 算 ）
乗車券 大 磯 駅 （ 9時 54分 着 ）
C Ｌ 渋谷 京子 ☎

✉
コース 大 磯 駅 (1h )浅 間 山 分 岐 (10 )湘 南 平 (10 )分 岐 (10)浅 間 山 (2

5)高 麗 山 (40)高 来 神 社 (10 )国 道 1号 線 (40 )大 磯 駅
締 切 ２月１５日(金)
定 員 なし
備 考 ・「東海道五十三次平塚宿」にも描かれた丸く可愛い山。

・湘 南 平 の 展 望 台 か ら 360度 の パ ノ ラ マ が 見 事 ！
・往路 東京駅（8:48発）東海道本線国府津行き 大磯駅（9:54着）

イメージ
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Ｎｏ. ☆ ☆ ☆ B
箱 根 「 ガ イ リ ー ン 」 の 静 か な 山 歩 き
箱 根 町 港 ～ 山 伏 峠 ～ 三 国 山

期 日 ２０２４年３月２４日（日）
集 合 ① 小 田 原 駅 ② 箱 根 湯 本 駅
出 発 ① 小 田 原 駅 東 口 ８ 時 ５ 分 発

②箱根湯本駅 ８時２３分発 箱根町港行（箱根登山バス）
行 程 ４ 時 間 ２ ５ 分
標高差 ↑↓約６５０㍍（累 積）
地 図 箱 根 (山 と 高 原 地 図 )
交通費 電車+バス代(往路：箱根町港バス停 復路：桃源台バス停)
乗車券 小 田 原 駅 ま た は 箱 根 湯 本 駅
C Ｌ 峯 川 弘 子 ☎

✉
コース 箱 根 町 港 バ ス 停 (1h15)海 ノ 平 (40)山 伏 茶 屋 (1h)三 国 山 (40)

湖 尻 峠 (15)深 良 水 門 (20)湖 尻 水 門 (20)桃 源 台 バ ス 停
締 切 ３月２３日 午前中
定 員 な し
備 考 ・ご存じ芦ノ湖西岸の歩く人が少ない地味なコース。

・早春の箱根外輪山を久しぶりに歩きましょう。
・「箱根ガイリーン」約50kmの外輪山を周回するトレッキングコー

スの通称トレランの方達は1日で10時間を切るのが目標だとか。
・帰 路 は 箱 根 湯 本 駅 行 き の バ ス の 大 渋 滞 を 避 け て 桃 源 台 発 小 田

急高速バス～御殿場駅～小田急ロマンスカー「ふじさん6号17:
23発」で新宿駅へ向かうのも裏技です。

イ
メ
ー
ジ
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Ｎｏ. ☆ ☆ ☆ C
ミツマタ・ハナネコメ花見
丹 沢 髭 僧 の 滝 ～ 春 嶽 山

期 日 ２０２４年３月３０日（火）
集 合 秦野駅北口4番バス停（直接並んで下さい）
出 発 ９時３０分
行 程 ５時間
標高差 ↑↓ ６７０㍍
地 図 丹 沢 （ 山 と 高 原 地 図 ）
交通費 大山フリーパス（登戸起算1,300円）
乗車券 小田急 秦野駅（大山フリーパスが便利）
C Ｌ 瀧澤 きよの ☎

✉
コース 秦野駅(9:30 )蓑毛(9:52･5)大山分岐(1h30)髭僧の滝～ヤビツ

峠(1h20)最初のベンチ(1.2ｋ )大山ヤビツ(1.1ｋ )関係者以外立ち
入り禁止の指導票）(3)春嶽山(50)ヤビツ峠BS(50 )秦野駅

締 切 ３月２８日（木）
定 員 なし
備 考 ・蓑毛バス停から柏木林道の沢コースを歩きます。

・ザレ場等ありますが、整備されています。
・ミツマタの圧巻を見れらたらと思います。
・プチバリエーションの静かな春嶽山を楽しみに歩きましょう。
・ヤビツ峠～秦野駅 14:34～15:20／14:51～15:37／15:39～16:25

イ
メ
ー
ジ
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Ｎｏ.
秀 麗 富 岳 十 二 景 八 番 の 花 見 と ハ イ ク
お 伊 勢 山 （標高550ｍ） ☆ ☆ ☆ B

期 日 ２０２４年４月５日(金)
集 合 大月駅 １０時
出 発 大月駅１０時１５分発 「上真木・ハマイバ行」辻BS下車
行 程 約３時間（６km）
標高差 標高差１４５㍍ 距離約３．２㌔
地 図 大月（２.５万図）
交通費 １,１８８円(JR高尾駅起算)
乗車券 JR中央線 大月駅（９時５５分着）
C Ｌ 宮崎 敏男

✉
コース 辻バス停⇒根神神社⇒天満宮⇒大神社⇒愛宕神社⇒秀麗富嶽神社⇒

富士の眺めが日本一美しい大月 真木の里。お伊勢山には五つの神
社があり全てを一度にお参りすることが出来ます。

締 切 ４月３日（水）
定 員 なし
備 考 ・往路：高尾駅 ９時１８発 甲府行

・山の周りには3,000本桜が植えられており五福めぐりと花見、富
士の景観を楽しみ事ができると言われています。

・帰路 バス時刻（辻バス停）12：29／13：34(※)／15：18(※)／16：43
※土日運休、月、水、金のみ、実施日を金曜日に設定しました。

・花の開花状況大幅に狂う場合は、他の日（月、水、金）への日程変
更もあるかもしれません。

イ
メ
ー
ジ
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山 行 報 告

No.３ １ ２ ７
北ア 裏銀座～読売新道～黒部ダム
烏帽子岳～水晶岳～赤牛岳～読売新道

実施日 2023年8月23日(水)～27日(日)
天 候 晴れ・曇り
リーダー 峯川 弘子
参加者 峯川弘子 計１名
費 用 信濃大町駅往復6,597円

市営駐車場5日間1,500円
代1,900円+600円

代1,800円+1,650円
宿泊費：49,750円／4泊

タイム 【2日目】宿( )高瀬
ダム(5:40)裏銀座登山口(9:20)
三角点(12:00)烏帽子小屋(12:3
5)前烏帽子岳(13:15)烏帽子岳
(14:30)烏帽子小屋 泊
【3日目】小屋(5:50-10:25)野
口五郎岳 (10:45-11:25)真砂岳
沼(13:50)東沢乗越(15:00)水
晶小屋 泊
【4日目】小屋(5:10-6 :05)水
晶岳(7:35)温泉沢ノ頭(10:35)
赤牛岳(11:10-14:00)4/8標識
(17:20)奥黒部ヒュッテ 泊
【5日目】ヒュッテ(6:05-8:40)
平ノ渡し場(10:20-10:35)平の
小屋分岐(14:40)ロッジくろよ
ん(15:00-16:35)黒部ダム(16:5
1)扇沢駅(17:40)信濃大町駅

【 8 / 2 3 】 自 宅 か ら 富 士 山 号 で
出 発 、 静 岡 は 朝 か ら 雨 が 降 っ
て い た が 中 央 高 速 か ら 長 野 自
動 車 道 に 入 る と 晴 れ 。 S A に 立
ち 寄 り な が ら の ん び り ド ラ イ
ブ で 信 濃 大 町 駅 の 市 営 駐 車 場
に 到 着 。 ( 何 日 停 め て も 最 大 料
金 1 , 5 0 0 円 、 登 山 者 に 優 し い 町

だ 。 ) 七 倉 山 荘 宿 泊 者 限 定 の シ
ャ ト ル タ ク シ ー で 宿 へ 。 目 の
前 が 七 倉 登 山 口 の 駐 車 場 で ほ
ぼ 満 車 だ が こ の 日 の 宿 泊 者 は 3
人 、 夜 到 着 し て 車 中 泊 が 多 い
そ う だ 。 夕 飯 は 愛 知 か ら 来 た
と い う 同 年 代 の 男 性 2 人 と 1 つ
の 鉄 板 で テ ラ ス 席 で ミ ニ B B Q
形 式 。 な ん と 今 回 水 晶 岳 で 1 0
0 名 山 達 成 で 翌 々 日 に ま た こ こ
へ 下 山 し て く る と の こ と 、 前
祝 い で 盛 り 上 が っ て し ま っ た 。
【 8 / 2 4 】 高 瀬 ダ ム へ の ゲ ー ト

が 開 く の は 5 : 0 0 、 宿 の 前 の 乗
場 は す で に 車 中 泊 や 明 け 方 着
の バ ス で 到 着 し た 登 山 者 が 並
ん で い る が 、 こ の 宿 で は 宿 泊
者 が １ 番 の タ ク シ ー に 乗 れ る
よ う 自 分 の ザ ッ ク を 置 い て く
れ て い る 。 4 人 の 相 乗 り で 高 瀬
ダ ム 、 そ こ か ら ス タ ー ト 。 相
乗 り し た 単 独 行 の 女 性 と 暗 い
ト ン ネ ル を 抜 け 河 原 を 歩 い て
裏 銀 座 登 山 口 へ 到 着 、 急 登 が
始 ま る 。 ブ
ナ 立 尾 根 は
樹 林 帯 の 中 、
日 差 し が さ
え ぎ ら れ る
の は 助 か る
が 暑 い 。 よ
く 整 備 さ れ 小 屋 ま で の 歩 行 時
間 も 短 い 。 そ れ で も 後 続 の タ
ク シ ー に 乗 車 し た 方 々 に 次 々
と 追 い 越 さ れ 、 昨 日 山 荘 前 で
車 中 泊 の 京 都 か ら 来 た 面 白 い
ご 夫 婦 と 抜 き つ 抜 か れ つ で 予
定 タ イ ム 通 り に 小 屋 に 到 着 。
昼 食 を 食 べ て い る と 突 然 の 激
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し い 雨 、 3 0 分 ほ ど 待 機 し て い
る と 雨 は や み 少 し 青 空 も 出 て
き た 。 こ の 間 に サ ブ ザ ッ ク で
烏 帽 子 岳 往 復 、 前 烏 帽 子 を 過

ぎ る と ま た 雨 雲
が か か っ て き た 。
船 窪 分 岐 か ら 岩
々 を 超 え て 烏 帽
子 岳 到 着 ！ 眺 望
は 残 念 だ が 尖 っ
た 山 頂 は 狭 く ゆ
っ く り で き な い 、

と に か く 雨 に な る 前 に 小 屋 に
戻 ろ う 。
急 ぎ 目 で 小 屋 に 到 着 し 缶 ビ ー

ル で ひ と 息 つ い
た 頃 ま た 雨 が 降
っ て き た 。 小 屋
ス タ ッ フ さ ん の 話
で は こ の 夏 は 晴 れ
て い て も ず っ と こ
ん な 感 じ と の こ と
でした 。
【 8 / 2 5 】 今 朝 は 快 晴 、 朝 食 弁
当 の お に ぎ り を お 茶 で 流 し 込
み 出 発 。 稜 線 に 出 る と も う 雲
海 が 広 が っ て い る 、 で も な ん
と な く 胃 の ム カ ム カ で な か な

か ピ ッ チ が あ
が ら な い 。 咲
き 残 っ た コ マ
ク サ に 癒 さ れ
な が ら ゆ っ く
り す す む と 、

三 ッ 岳 手 前 か ら 左 に 見 事 な 槍
ヶ 岳 が お 目 見 え 、 小 槍 を 携 え 、
右 側 に は 明 日 登 る 赤 牛 岳 、 初
め て の 裏 銀 座 か ら の 風 景 に テ
ン シ ョ ン も 爆 上 が り 。 槍 と 赤
牛 と 共 に 野 口 五 郎 小 屋 が 近 く

な る と 遥 か 遠 く に 富 士 山 き た
ー ！ そ の 右 側 は 北 岳 ？ 富 士 山
の ず ー っ と 左
側 は 八 ヶ 岳 ？
そ し て 野 口 五
郎 岳 に 到 着 。
大 休 止 で 絶 景
を 堪 能 し て い
る と 急 に 左 側 目 の 前 に 雲 が 湧
い て き た 。 上 か ら と 谷 か ら 上
が っ て き た 雲 が ち ょ う ど 目 の
前 で ぶ つ か っ て ゴ ロ 、 プ シ ュ
ー と 音 を た て た の に は び っ く
り 、 初 め て 見 る 自 然 の 光 景 に
少 し 怖 く な っ た 。 幸 い 雨 に な
ら ず 真 砂 岳 に 登 り 上 げ 竹 村 新
道 分 岐 、 こ こ か ら あ と 2 時 間 で
水 晶 岳 、 だ が す れ 違 っ た 下 山
者 は こ こ か ら 水 晶 小 屋 ま で は
な か な か の 道 と 言 っ て い た 。
時 間 が か り 予 定 よ り 1 時 間 押 し
で 到 着 。 バ イ オ ト イ レ と 室 内
が 改 築 さ れ て い て 快 適 、 せ ま
い 小 屋 の 夕 飯 時 は 再 開 通 し た
ば か り の 伊 藤 新 道 と 湯 ノ 俣 山
荘 復 活 の 話 で 大 盛 り 上 が り で
し た 。
【 8 / 2 6】 今 日 は 本 丸 、 長 丁 場 、
人 少 な い 、 こ の コ ー ス の 為 に
購 入 し た で か い 音 が 出 る 熊 鈴
を 装 着 。 で も 朝 食 弁 当 の お に
ぎ り を お 茶 で 流 し 込 み 明 る く
な っ て か ら 出 発 。 ま ず は 水 晶
岳 へ 、 突 然 奥 黒 部 ヒ ュ ッ テ ま
で 先 行 の 若 い 単 独 男 性 が 立 ち
止 ま る 。 上 方 に 登 山 道 を 熊 が
横 切 っ た 、 振 り 返 り 「 見 ま し
た ？ 熊 鈴 持 っ て な い ん で し ば
ら く 同 行 さ せ て も ら っ て い い
で す か ？ 」「 も ち ろ ん で す 、
私 も 心 強 い で す ！ 」
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お ば ち ゃ ん は で き る 限 り の 高
い 声 で ブ リ ッ コ （ 笑 ） そ し て
水 晶 岳 到 着 、 2 0 1 5 年 に 小 屋 か
ら ピ ス ト ン し た 時 よ り め ち ゃ
時 間 が か か っ て
る 、（ 8 年 経 過 し
て る も ん ね 泣 ）
鷲 羽 か ら 槍 、 黒
部 五 郎 、 目 の 前
に 薬 師 の 絶 景 に
ま た 会 え た ー ！
こ こ か ら い よ い
よ 未 知 の 登 山 道 へ 、 今 回 は 単
独 な の で ハ ー ド ル も 上 が る 。
さ っ き の お 兄 ち ゃ ん は 先 行 し
て 姿 も み え な い 、 気 を 引 き 締
め て 行 こ う ！ 岩 々 を 慎 重 に 下
降 、 標 高 を 下 げ て は 行 く が ピ
ー ク の 登 り 返 し に 息 が あ が る 、
左 側 に は ど で か い 薬 師 、 カ ー
ル 、 そ の 下 は 一 般 者 が 踏 み 込
め な い 奥 と 上 の 廊 下 、 遠 方 に
雲 ノ 平 山 荘 、 温 泉 沢 ノ 頭 近 く
に な る と 下 の 方 に 高 天 ヶ 原 山
荘 が 小 さ く み え た 。 前 方 に 本
丸 赤 牛 岳 、 絶 景 に 助 け ら れ 幾
度 か の ピ ー ク の 登 り 返 し に 息
を 切 ら し よ う や く 到 着 、 山 頂
わ っ し ょ ー い ！ ！

大 喜 び し て い
る と ハ イ マ ツ
の 影 で 休 憩 し
て い た 単 独 の
女 性 が 笑 顔 で
こ っ ち を 見 て

い た 。 な ん と 奥 黒 部 ヒ ュ ッ テ
か ら 上 が っ て き た と の こ と 、
上 高 地 の ガ イ ド ハ ウ ス で 働 い
て い る と い う 山 女 の 方 で 写 真
を 撮 っ て も ら い 黒 部 湖 ま で の
新 鮮 な 登 山 道 情 報 を 入 手 で き

た の は 何 よ り あ り が た か っ た 。
挨 拶 を し て お 別 れ 、下 山 開 始 。

ガ レ て 滑 り や す い 急 下 降 、 次
々 と 出 て く る 崩 壊 地 、 ピ ー ク
の 登 り 返 し は ま だ よ か っ た が 、
樹 林 帯 に 入 っ た 標 識 4 / 8 か ら は
大 木 の 根 や 苔 だ ら け の 滑 る 大
岩 、 石 の 登 山 道 で ヤ マ ッ プ で
道 を 確 認 し た り 3 / 8 ま で 進 む の
に 小 1 時 間 く ら い か か っ て し ま
っ た 。 途 中 電 波 が 入 っ た と こ
ろ で 奥 黒 部 ヒ ュ ッ テ に 到 着 予
定 時 間 が 1 時 間 ほ ど 遅 れ る こ と
を 連 絡 。（ 奥 黒 部 ヒ ュ ッ テ は
室 堂 山 荘 で 予 約 だ が 今 回 単 独
な の で 緊 急 時 の 為 に 直 通 の 番
号 を 聞 い て お い て 良 か っ た 。）
こ の 樹 林 帯 は 1 6 時 過 ぎ る と 暗
い 、 事 前 リ サ ー チ の ヒ ュ ッ テ
周 辺 の 熊 の 出 没 情 報 も 岩 場 よ
り 怖 い 。 ピ ッ チ 上 げ ら れ ら な
い 気 の 抜 け な い 道 を 下 っ て 下
っ て よ う や く 歩 き や す い 道 に
な っ た 、 ホ ッ と し て 進 む と 突
然 奥 黒 部 ヒ ュ ッ テ が あ ら わ れ
た 、 や っ た ー ！ 建 物 前 の 水 場
で 冷 た い 水 を 空 の ペ ッ ト ボ ト
ル に 入 れ 一 気 に 飲 み 干 し て か
ら 受 付 。 到 着 遅 れ を 詫 び る と
「 歩 行 の 速 度 よ り こ こ ま で 到
達 す る こ と が 大 事 な ん だ か ら
い い ん だ よ 。」 な ん と い う 優
し い お 言 葉 、「 前 情 報 で 熊 も
怖 く て 」 と 言 う と 「 熊 ？ こ こ
は 大 丈 夫 だ よ 、 こ の 辺 の 熊 は
昼 間 に 出 て く る か ら 今 の 時 間
は 大 丈 夫 ！ 」と ヒ ュ ッ テ ご 主 人 、
「 や っ ぱ り 出 る ん か ー い ！ 」 と
絶 望 感 の 私 (笑 )
【 8 / 2 6 】 6 時 か ら の 朝 食 食 べ て
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も 1 0 : 2 0 の 渡 し に は 間 に 合 う よ
と ヒ ュ ッ テ ご 主 人 に 言 わ れ た
が 、 昨 日 の 自 分 の 歩 行 で 不 安
な の で ( 水 晶 小 屋 か ら 出 発 し た
若 い 単 独 男 性 2 名 と 7 1 歳 と 6 1
歳 の 女 性 2 名 の 中 で 到 着 ビ リ )
食 堂 で 朝 食 弁 当 と 温 か い お 味
噌 汁 を 頂 き 6時 に 出 発 。
相 変 わ ら ず 熊 の 恐 怖 は あ る 、

昨 日 ま で の 標
高 差 は な い も
の の 渡 渉 、 次
々 と 現 れ る 落
ち そ う な 梯 子
の 登 下 降 、 踏
み 外 せ ば 黒 部
湖 に 真 っ 逆 さ
ま だ 。

最 初 は 緊 張 す る が だ ん だ ん 慣
れ て 途 中 か ら 木 々 の 間 か ら 見
え る 黒 部 湖 の 風 景 を 楽 し ん で
い た 。 途 中 単 独 男 性 2 名 に 追 い
越 さ れ 楽
し み に し
て い た 平
ノ 渡 し 場
に 到 着 、
ほ ど な く
昨 日 相 部
屋 で 話 が 弾 ん だ 女 性 2 名 も 到 着
( ほ ん と に 歩 く の 早 い わ 、 こ の
人 達 笑 ) 感 心 し な が ら 時 間 が
た っ ぷ り あ る の で コ ー ヒ ー と
行 動 食 の フ ィ ナ ン シ ェ で 普 段
見 ら れ な い 位 置 か ら の 黒 部 湖
を 満 喫 し た 。 そ し て 渡 し 船 が
到 着 、 待 ち に 待 っ た 瞬 間 、 ラ
イ フ ジ ャ ケ ッ ト を 着 て 乗 り 込
む 。 乗 船 客 で 写 真 を 撮 り 合 い

対 岸 へ 到 着 、 こ の ま ま 黒 部 ダ
ム ま で 運 ん で く れ れ ば い い の
に ( 笑 ) こ こ
か ら ロ ッ ジ
く ろ よ ん ま
で 登 山 道 3
時 間 3 0 分 、
ア ッ プ ダ ウ
ン あ り で 水
平 で は な い 、 最 後 の こ こ の 体
力 と 気 力 が 残 っ て い な い と つ
ら い 、 ヘ ロ ヘ ロ で 到 着 。 絶 対
に 冷 た い コ ー ラ を 飲 む ぞ と 決
め て い た が な ん と 本 日 よ り し
ば ら く 休 業 と の 張 り 紙 が ( 泣 )
コ ロ ナ 発 生 か な ？
こ こ か ら 黒 部 ダ ム へ は 一 般

道 、 熊 の 心 配 も な い 、 集 中 力
が 途 切 れ 、 達 成 感 と 共 に ど っ
と 疲 れ を 感 じ た 。 大 橋 を 渡 り
黒 部 湖 と も お 別 れ 、 観 光 放 水
し て い る 黒 部 ダ ム 、 登 山 も 知
ら な い 2 0 歳 の 頃 今 は 亡 き 母 と
す ぐ 上 の 姉 と で 3 人 で 来 た
思 い 出 の 場 所 、 そ れ か ら 登 山
で 自 分 が 幾 度
と な く 訪 れ る
と は 思 っ て も
い な か っ た 。
郷 愁 に か ら れ
し ば ら く た た
ず ん で し ま っ
た 。 こ れ で 北
ア 大 縦 走 は 最
後 か な ？ 今 度 は 孫 と 一 緒 に 観
光 で 来 れ た ら い い な ！ ( え っ ？
こ こ は 夫 婦 で 一 緒 に っ て 書 け
っ て ？ )

（記＆写真・峯川 弘子）
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No .３ １ ２ ８
北ア深奥、雲上の楽園と言われる所行ってきた

高 天 ヶ 原 、 雲 ノ 平
実施日 2023年８月30日(火)～3日(土)
天 候 全日 晴れ
リーダー
参加者 宮崎敏男､佐藤聡美 計２名
費 用 新宿 → 折 立夜 行 15,500円

折立→富山駅4,500円 JR
富山→東京(かがやき510号)
12,960円･太郎平小屋(２泊)
22,000円･高天原山荘12,000
円･雲ノ平山荘14,000円

タイム 8/30 折立(7:15)三角点(9:30)
五光ベンチ(11:00)太郎平小
屋(12:00) 泊

8/31 太郎平小屋(5:30)薬師沢
小屋(8:28)Ｂ沢出合い(11:20)
高天ケ原峠(14:20)高天ヶ原
山荘(15:20)高天ケ原温泉(16
:00～17:00) 泊

9/1 高天ヶ原山荘(5:45)高天
原峠(7:00)雲ノ平山荘(10:00)
奥 ス イ ス 庭 園 ・ キ ャ ン プ 場
・スイス庭園・雲ノ平周遊(1
0:30～13:30) 泊

9/2 雲 ノ 平 山 荘 (5 : 4 5 )祖 母
岳 (6:00)ア ラス カ庭 園(7:00)
薬師沢小屋(9:00)太郎平小屋
(12:40) 泊
9/3 太 郎 平 小 屋 (6 : 0 0 )～ 太
郎山往復40分)五光ベンチ(7:
30･朝食休憩60分)三角点(9:1
0)折立(11:20)直行バス(12:3
0)富山駅(14:30）

（ 8 / 3 0 ） 登 山 バ ス で 降 り 立 っ
た 折 立 は 北 ア 深 奥 へ の 有 名 な ル
ー ト 。 ガ イ ド ・ ツ ア ー の 登 山 者
集 団 が 次 々 現 れ る 。 三 角 点 ま で
は ひ た す ら 高 度 を 上 げ る ジ グ ザ
ク 道 。 三 角 点 は ベ ン チ も 置 か れ
た 休 息 ス ポ ッ ト 。こ こ か ら 稜 線 、

剣 岳 、 立 山 連 ・ 大 日 連 峰 の 絶 景
だ 。
五 光 ベ ン チ を 経 由 し て 長 い 石

積 み 階 段 を 上 り 詰 め れ ば 太 郎 平
小 屋 （ 泊 ）
（ 8 / 3 1） 太 郎 平 小 屋 か ら 薬 師 沢
小 屋 ま で 約 6 0 0 m の 下 降 。 立 派
な 仮 僑 で 何 度 か 渡 渉 。 薬 師 岳 方
面 の 絶 景 や 高 地 湿 原 の 木 道 を 楽
し む 。 薬 師 沢 小 屋 は 吊 り 橋 の 袂

よ く ぞ こ こ に と い
う 所 に あ る 。 雲 ノ
平 、 高 天 ヶ 原 方 面
の 分 岐 点 、 休 憩 食
事 を す る 人 が 絶 え
な い 。 我 ら は 大 東
新 道 黒 部 川 本 流 の
岩 ゴ ロ ゴ ロ の 河 原

を 豊 か な 渓 流 に そ っ て 赤 マ ー ク
を 注 意 し な が ら 進 む 。
高 天 ヶ 原 へ の 「 Ｂ 沢 分 岐 」 こ

こ か ら ５ ０ ０ ｍ の 急 登 。 ハ シ ゴ
・ 鎖 ・ ロ ー プ ・ 滑 り そ う な 岩 、
ザ レ 場 の フ ル メ ニ ュ ー が 繰 り 返
す 。 コ ー ス タ イ ム 3 時 間 で 高 天
ヶ 原 峠 到 達 。 フ ― ！
１ 時 間 半 後 高 天 ヶ 原 温 泉 に 浸

か り 至 福 の ひ と 時 。 少 し 離 れ て
男 ・ 女 風 呂 が 独 立 し て 設 置 さ
れ 、 河 原 の 混 浴 風 呂 も 健 在 だ 。
7 回 目 と い う 常 連 コ ン ビ が ス ペ
ー ス を 譲 っ て く れ る 。 同 行 の Ｓ
さ ん は 貸 切 だ っ た そ う だ 。
9 / 1 今 日 は 第 二 の ハ イ ラ イ ト
雲 ノ 平 を 目 指 す 。秘 境 の 幽 谷 と 、
静 寂 な 針 葉 樹 林 の 山 路 を た ど る
今 回 の 山 行 、 ピ ー ク を 踏 ま な い
山 旅 。 目 と 鼻 の 先 の ピ ー ク に 立
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つ は 容 易 だ が 山 の 良 さ を 別 に も
と め 楽 し む 人 の ゆ と り の 山 旅
だ 。 し か し 求 め ら れ る 脚 力 、 体
力 は 半 端 な い ？
朝 早 い 高 天 ヶ 原 の 湿 原 、 水 晶

岳 、 薬 師 岳 が 我 ら を 見 送 り 、 高
天 ヶ 原 峠 か ら は 進 路 を 南 に 変

え 、 ハ シ ゴ
・ ロ ー プ を
伝 い 高 度 を
あ げ て 4 時 間
後 雲 ノ 平 の
溶 岩 台 地 に

立 つ 。
昨 夜 お 話 し た 老 夫 婦 が 好 き な

お 酒 と お い し い コ ー ヒ ー を 用 意
し て 山 々 と 大 空 を 眺 め 一 日 過 ご
し た い と 言 っ て い た ス イ ス 庭 園
の 世 界 だ 。
薬 師 岳 、 水 晶 岳 、 鷲 羽 岳 、 祖

父 岳 … 高 天 ヶ 原 山 荘 の 紅 い 屋 根
も 、 日 本
の 山 々 が
眼 前 に 広
が る 。 山
荘 レ ジ ェ
ン ド 雲 ノ
平 山 荘 の
台 地 に 立 つ 姿 、 雰 囲 気 あ る 太 い
梁 ・ 床 ・ 壁 ・ 扉 そ し て 名 物 石 狩
鍋 。 泊 ま る の が 楽 し み な 山 荘 だ
（ 料 金 も 日 本 一 ） あ と は ご 自
分 で お 確 か め を 。
9 / 2 ・ 9 / 3 さ ら ば 雲 ノ 平 。 山 荘
も 北 ア 深 奥 の 山 嶺 も 段 々 遠 ざ か
る 。 ア ル プ ス 庭 園 ・ 祖 母 岳 か ら
の 槍 穂 は 嬉 し い 。
ア ラ ス カ 庭 園 を 過 ぎ れ ば じ き

薬 師 沢 へ
の 下 降 ゴ
ロ ゴ ロ 道 。
薬 師 沢 小
屋 で 一 周
し た こ と
と な る 。
来 た 時 と
お な じ よ う な 好 奇 心 、 緊 張 感 で
帰 ろ う 。
（ 記 ＆ 写 真 ・ 宮 崎 敏 男 ）

(写真提供・佐藤聡美)

山 行 感 想 （ 佐 藤 聡 美 ）
初 め て の 5 日
間 も の 長 い 山
行 で し た が 、
雨 に 当 た る 事
も 無 く 行 程 も
安 全 に こ な す

こ と が で き 良 か っ た で す 。
山 を 登 り 始 め て か ら 憧 れ て い

た 山 域 の 一 つ で も 来 れ る と は 思
っ て な か っ た 所 に 行 か れ た の が
嬉 し い で す 。
険 し い 登 り 、 ゴ ロ ゴ ロ 河 原 を 歩
き 秘 湯 に 浸 か り 、 雲 ノ 平 は ま さ
に 雲 上 の 世 界 。
山 小 屋 の た た ず ま い と 雰 囲 気 が

素 晴 ら し く 、 心 に 残 り ま し た 。
Beautiful Wonderful World～
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No.３１２９
富 士 山 最 短 距 離 の 山
竜 ケ 岳

実施日 ２０２３年９月１０日(日)
天 候 晴れ／曇り
リーダー 渋谷 京子
参加者 石附智江、渋谷京子、中村友子､

伊藤久雄､徳山敬子､瀧澤きよの､
峯川弘子､宮崎敏男 計８名

費 用 6130円（高尾起算）バス代込み
タイム 河口湖駅(9:13)根原バス停(10:

17∼10:22)984㍍(11:05∼11:10)
端足峠(12:05∼12:15)1272㍍(1
2:40∼45)竜ヶ岳(13:15∼13:35)1
250㍍(14:15∼20)1000㍍(15:00
∼15:05)本栖湖バス停(15:35)
河口湖駅(15:45∼16:35)

2日前に台風が去り当日は朝から青空が
顔を出した。うろこ雲に入道雲、秋は忍
びよって来ている。やはり河口湖、日差
しは眩しいが風は爽やかで有る。
総勢8名、内2名は本栖湖バス停で合流

の予定だ。駅からのバス便が13分遅れ
で出発。早くも不安がよぎる。登山口の
根原に降り支度を整え歩き出す。

11年前に登っているが前
回は本栖湖から石仏ルー
ト～端足峠だったが、今
回は最初の20分は樹林帯
の快適な道、トイレを過
ぎるとススキに覆われた
藪こぎに手こずる事にな
る。
標識はしっかりしてい
るがあまり歩かれてい

ないせいか登山道は荒れぎみであっ
た。川原のような石ころだらけの坂道
を赤テープを頼りに進む。端足峠への
道はかなりの急坂で汗が吹き出る。そ
れでもメンバーは明るくお喋りしなが
ら行くと漸く端足峠に着いた。
時刻は12時、右手の聳える山を見据え

て昼食タイムを10分摂り差し入れを頂
き（ご馳走様です）出発、少し下りいよ
いよ竜ヶ岳へのつづらおりに突入、午後
の日差しは事のほか堪える。時折風が吹
くが汗びっしょり！水分を摂りつつ修行

の道を行くと笹っ原が見えて来た。
暫く進むが山頂は姿を現さない。迷路

のような笹原を進むと漸く山頂に辿り着
いた。お目当ての富士山は全景を見せて
くれず裾野のみであった。
1485㍍さすがに涼しい！汗で濡れてい

るので風が吹く
と寒さを感じる
くらいだ。山 頂
は登山客も少な
く テ ー ブ ル で 2
度目のお昼ご飯
を頂く、至福の
時間だ。

帰りのバス時間が気に掛かり15分で
切り上げ、写真に収まり出発した。
笹原を暫く行くと右に石仏ルート、
左は本栖湖へどちらも時間は同じで
ある。本栖湖を目指しぐんぐん進み
やがて急坂のつづらおりになった。
この道も倒 木 を 跨 い だ り 潜 っ た り
で 荒 れ て い る 箇 所 も 多 く 滑 り や す
く て 早 く も 歩 け ず
苦戦した。
時間も押して舗装路

に降りた時は最終の
バスに乗れそうも無
い。バスが遅れる事
を祈って急ぎ足で本
栖湖バス停に向かう。なんと奇跡15時25
分のバスが20分遅れていて間に合ったの
だ。本当にラッキー山の神に感謝！
反省点は行きを河口湖からバスでは

なくタクシーにすれば下山に余裕が
有った事！
11年 前 の 会 報 を
見 る と 行 き は タ
ク シ ー で ！ 同 じ
様 に 行 け ば 良 か
っ た と 反 省 で
す。参加された皆

さん大変お疲れさまでした。
富士山は雲隠れでしたが天気に恵まれ

楽しい登山になりました。
19時過ぎに高尾着、長い山旅の疲れ

を台湾料理屋で癒しました。
本日は有り難うございました。また、

ご一緒しましょう！
（記・渋谷 京子）

（写真提供・伊藤久雄）



- 23 -

No.３ １ ３ ０
南 会 津 の 名 山 ４ 座 を め ぐ る 旅
七ヶ岳･荒海山･帝釈山～田代山

実施日 2023年9月17日(日)～19日(火)
天 候 晴れ・曇り・一時雨
リーダー 峯川 弘子
参加者 徳山敬子、峯川弘子 計２名
費 用 東武特急ﾘﾊﾞﾃｨ往復9,040円 南

会津シャトルタクシー26,000円/
台 2日間 宿泊費：22,590円/2
泊 温泉入浴400円

タイム 【9/17七ヶ岳】ホテル前たかつ
えスキー場(10:15)登山口(12
:15-12:30)七ヶ岳山頂(13:40-
14:10)ホテル(16:20)

【9/18荒海山】
ホテル( 7:15)八総鉱山跡(
7:55)尾根取付(8:50)尾根鞍部(9
:35)荒海山山頂(12:11-12:40) 八
総鉱山跡(16:05)宿( 16:40)

【9/19帝釈山～田代山】
宿( 7:20)馬坂峠登山口(
8:52)帝釈山山頂(9:53-10:10)
避難小屋(11:38-12:05)田代山
山頂標識(12:25)小田代(12:5
0)猿倉登山口(14:10)

【9/17】猛 暑 の 東 京 か ら 始 発 の
東 武 特 急 ﾘ ﾊ ﾞ ﾃ ｨ で 会 津 尾 瀬 口
駅 へ 。 ホ テ ル の 送 迎 バ ス で 宿
に 到 着 、 こ こ 数 日 暑 さ が 戻 っ
て い る と 聞 き い や な 予 感 。
フ ロ ン ト に 荷 物 を デ ポ し 玄 関

前 か ら ス タ ー ト 、 山 に は 雲 が
か か っ て い る 、 ゲ レ ン デ は 炎
天 下 、 そ れ を 見 た だ け で も う
ホ テ ル に 戻 り た く な っ た ( 笑 )
戦 々 恐 々 で 歩 き 出 し 、 木 の 陰

を 選 ん で 進 む が 風 も な く す ぐ
に 汗 が 吹 き 出 し あ ま り の 暑 さ
に 脚 が 止 ま る 。 後 ろ か ら 来 る
親 子 も つ ら そ う 、 す ぐ 上 の ス
キ ー リ フ ト が う ら め し い 、 こ
こ は 早 朝 か リ フ ト が 動 く ス キ

ー シ ー ズ ン に 来
る べ き だ っ た
か ？ 第 2 リ フ ト 辺
り か ら 徐 々 に 傾
斜 が 増 し 、 も う
な に か の 罰 ゲ ー

ム の よ う に ス キ ー 場 を 歩 く こ
と 約 2 時 間 、 や っ と 登 山 口 に
到 着 し た 。
す で に ヨ レ ヨ レ 、 大 休 止 で 昼

食 を と り ス タ ー ト 、 こ こ か ら
は い つ も の 登 山 道 、 ホ ッ と す
る 「 や っ ぱ り こ れ 、 こ う で な
く っ ち ゃ ～ 」 樹 林 帯 の 中 は 涼
し い 、 2 人 と も さ っ き よ り 軽
快 に 足 が 動 く 。 約 １ 時 間 で 尾
根 に 出 た 。 そ こ か ら 熊 笹 を か
き わ け て 山 頂 に 到 着 、 や っ た
ぞ ー ！ 雲 で ス ッ
キ リ し な い 中 、
目 の 前 に ポ コ ポ
コ と 三 番 岳 、 一
番 岳 、 遠 く に 那
須 連 山 、 日 光 連
山 が 見 渡 せ た 。 ( こ の 日 の 下 山
後 の ビ ー ル は 格 別 ！ ！ )
【 9 / 1 8 】 今 日 は そ れ ぞ れ 単 独
行 、 ( 徳 山 ： 湯 ノ 花 温 泉 の 今 日
の 宿 ま で
約 1 0 k m 歩 行 。 ) 6 : 3 0 か ら の
朝 食 バ イ キ ン グ を 食 べ 、 ホ テ
ル 前 か ら シ ャ ト ル タ ク シ ー で
八 総 鉱 山 跡 登 山 口 へ 。 親 切 な
運 転 手 さ ん と 下 山 後 の 時 間 を
再 確 認 、 昭 和 半 ば ま で の 鉱 山
全 盛 期 の 話 や 鉱 山 跡 地 の 建 物
に 寄 り な が ら 到 着 。 ( 送 迎 と
も 予 定 外 に 林 道 ギ リ ギ リ ま で
入 っ て 頂 き 感 謝 で す 。 )
天 気 は ま ず ま ず 、 通 り 過 ぎ た

登 山 者 駐 車 場 に 車 が 2 台 だ け
だ っ た の は ち ょ っ と 不 安 だ け

ど 。 時 短 で き た 林
道 を 1 5 分 ほ ど 歩 き
渡 渉 開 始 、 ネ ッ ト
写 真 投 稿 で 見 た 崩
落 で 水 没 し た 林 道
の 割 れ た コ ン ク リ
が 次 々 と あ ら わ れ
た 。 滑 り そ う な 箇
所 に は 真 新 し い ロ

ー プ が つ け ら れ て い て 、 数 日
雨 も な か っ た よ う で 心 配 し て
い た ほ ど の 危 険 は な い 。
渡 渉 が 終 わ り 尾 根 取 付 か ら い
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よ い よ 急 登 、 鞍 部 か ら は ジ メ
ジ メ の 樹 林 帯 、 苔 む し た 石 、
ぬ か る ん だ 粘 土 質 の 傾 斜 は ど

こ も 泥 ま み れ
の ロ ー プ が し
っ か り つ け ら
れ て い る 、 四
つ ん 這 い に な
る 傾 斜 も あ
り 。

こ こ ま で 誰 に も 合 わ な か っ た
が 単 独 行 の 男 性 が 上 が っ て き
た 。「 お 互 い に 頑 張 り ま し ょ
う ！ 」 と 声 を 掛 け 合 い 先 に 行
っ て も ら う 。 い く つ か の ピ ー
ク を 登 り 返 し さ ら に 奥 へ 、 ま
た 泥 ま み れ の 急 登 、 山 頂 ま で
後 1 時 間 ほ ど の 地 点 で 単 独 行
の 男 性 2 名 が そ れ ぞ れ 下 山 し
て き た 。 1 人 は 年 配 で 地 元 の
人 っ ぽ い 、「 2 ヶ 所 崩 落 し て る
か ら 気 を つ け て ！ 」「 あ り が
と う ご ざ い ま す ！ 」 ち ょ っ と
不 安 。 何 と か 通 過 し て よ う や
く 尾 根 、 先 行 し た 単 独 男 性 が
下 山 し て き た 。「 も う 少 し だ
よ 、 が ん ば っ て ！ 」 そ こ か ら
は 熊 笹 の ひ ど い ヤ ブ 漕 ぎ 、 細
い 尾 根 は 足 元 も 注 意 、 す る と
ポ ツ ポ ツ と 雨 が 降 っ て き た 。
こ の ま ま 降 り 続 く と 下 山 時 の

泥 の 急 下 降 と 渡 渉 が や ば い 、
こ こ で 撤 退
し た 方 が い
い か ？ も う
少 し 進 ん で
み て 雨 が ひ
ど く な っ て
き た ら あ き
ら め よ う 。
幸 い 雨 は す ぐ に や ん で く れ た 、
藪 を 掻 き 分 け よ う や く 山 頂 到
達 、 わ っ し ょ ー い ！ ！ 「 大 河
の 一 滴 こ こ よ り 生 き る 」 こ こ
は 中 央 分 水 嶺 、 山 頂 標 識 よ り
感 激 し て し ま っ た 。
気 が つ く と 服 も 手 も 泥 だ ら

け 、 た ぶ ん 顔 も ( 笑 ) 半 袖 の ヤ
ブ 漕 ぎ で 腕 に は す り 傷 、 血 が

滲 ん で い る 。 テ ィ ッ シ ュ で 押
さ え な が ら 大 休 止 し て 別 れ を
惜 し み 、 来 た 道 を 戻 る 。 滑 り
落 ち な い よ う 冷 や 汗 で 慎 重 に
ロ ー プ の 懸 垂 下 降 を 繰 り 返 し
渡 渉 地 点 に 到 着 。
川 で 腕 と 顔 を 洗 い 、 ( 今 の 入

山 者 は も う 自 分 だ け と わ か っ
て い た の で 身 体 ご と 川 に 入 っ
て 汗 と 泥 を 流 そ う か と 思 っ た
が や っ ぱ り そ れ は で き な か っ
た ( 笑 ) 渡 渉 を 繰 り 返 し よ う や
く 林 道 、 予 定 よ り 2 5 分 ほ ど 早
か っ た が 、 な ん と シ ャ ト ル タ

ク シ ー は 早 目
に 来 て く れ て
ほ ぼ 同 時 に 到
着 、 あ り が と
う ご ざ い ま し
た ー ！ ！
民 宿 で 先 着 の

徳 山 と 合 流 、 す ぐ 前 に あ る 公
共 の 湯 ノ 花 温 泉 に つ か り 至 福
の ひ と 時 。 ( 今 日 も ビ ー ル が
う ま ー い ！ )
【 9 / 1 9 】 民 宿 の 奥 さ ん 手 作 り
の 採 れ た て 野 菜 、 卵 を 使 っ た
美 味 し い 朝 ご は ん を 頂 き 、 シ
ャ ト ル タ ク シ ー で 1 時 間 3 0 分 、
馬 坂 峠 登 山 口
へ 。 今 日 は 曇
り 、 帝 釈 山 ま
で 急 登 １ 時 間 、
息 は あ が る が
炎 天 下 の ゲ レ
ン デ 歩 き に 比
べ た ら 全 然 つ ら く な い 、 予 定
通 り に 到 着 。 山 頂 標 識 を 見 て
帝 釈 山 の 標 高 が 2 , 0 6 0 m あ る の
に は び っ く り 、 大 展 望 を 期 待

し て い た が 曇 り
で は し ょ う が な
い 、 雨 が 降 ら な
い だ け い い よ ね 、
と 田 代 山 へ 向 か
う 。 1 時 間 2 0 分 ほ
ど で 避 難 小 屋 へ
到 着 、 小 屋 も ト
イ レ も 豪 華 で 超
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き れ い 。 小 休 止 で コ ー ヒ ー と
パ ン を 食 べ 、 次 は 田 代 山 へ 。
真 夏 日 が 続 い て い て も 草 紅 葉
は 始 ま っ て い て と こ ろ ど こ ろ
赤 く 染 ま っ て い る 。 植 物 は 四 季
に 正 直 な の か な ？ 素 朴 で 幽 玄 な

湿 原 に 二 人 で 歓
声 を あ げ る 。
花 の 時 期 も 終
わ り 紅 葉 前 、
平 日 で 曇 り の
田 代 山 は 誰 も
い な い 、 こ ぶ
し 会 貸 し 切 り 。
こ の 静 寂 の 湿
原 、 人 で 込 み
合 う 時 期 よ り
自 分 は い い 。

尾 瀬 方 面 は 雲 が と れ 薄 日 が さ
し ど っ し り と し た 会 津 駒 が 遠
く か ら 顔 を 見 せ て く れ た 。 田
代 山 山 頂 標 識 が あ る 所 ま で 木
道 を ピ ス ト ン し 、 猿 倉 登 山 口
へ 下 山 開 始 。 傾 斜 が 終 わ り 下
山 口 ま で 後 1 0 分 ほ ど と い う と
こ ろ で 少 し 強 め の 雨 が 降 っ て
き た 。 ザ ッ ク カ バ ー と レ イ ン
ウ エ ア の 上 着 だ け を 装 着 し 予
定 よ り 早 く 駐 車 場 に 到 着 。 こ
こ で も シ ャ ト ル タ ク シ ー は 早
め に 来 て く れ て い た 。 そ し て
会 津 高 原 尾 瀬 口 駅 手 前 の 「 夢
の 湯 」 で 下 車 、 源 泉 か け 流 し
で 汗 を 流 し 帰 途 へ 。 ( 今 日 の ビ
ー ル も う ま い ！ ) 天 候 不 安 定 の
中 、 3 日 間 、 予 定 の 山 行 を す
べ て 無 事 終 え る こ と が で き ま
し た 。
あ り が と う ご ざ い ま し た 。

【 南 会 津 ｼ ｬ ﾄ ﾙ ﾀ ｸ ｼ ｰ に つ い て 】
田 代 山 ・ 帝 釈 山 登 山 日 帰 り プ
ラ ン と 南 会 津 町 内 で の 宿 泊 者
限 定 。
会 津 高 原 尾 瀬 口 駅 か ら ア ス ト
リ ア ホ テ ル ま で 各 地 区 、 湯 ノ
花 温 泉 を 経 由 し て 定 額 で 運 行 。
( 事 前 予 約 必 須 ) 今 回 は 宿 か ら

各 登 山 口 、 駅 ま で 、 2 日 間 4 回
利 用 し た 。 規 定 プ ラ ン 変 更 で
も 町 内 宿 泊 で あ れ ば 定 額 フ リ
ー プ ラ ン が 適 用 さ れ る 。
6 , 0 0 0円 × 3回 、 8 , 0 0 0円 × 1回
(上 記 す べ て 1台 の 料 金 )
現 地 の 距 離 感 が わ か ら ず 最 初
は 高 い な と 感 じ た が 、 実 際 に
乗 車 し メ ー タ ー を 見 て 、 通 常
料 金 の 3 分 の 1 ほ ど と い う こ と
が よ く わ か り ま し た 。
送 迎 時 間 は 朝 一 番 は 7 : 3 0 か ら
と 決 め ら れ て い る が 、 毎 回 そ
の 時 間 よ り 早 く 来 て く れ る 。
会 津 高 原 尾 瀬 口 駅 利 用 で も 桧
枝 岐 村 や 尾 瀬 沼 へ 行 く 観 光 客 、
登 山 者 が 圧 倒 的 に 多 い 中 、 南
会 津 町 観 光 活 性 化 の 為 、 町 か
ら の 補 助 金 で 観 光 協 会 と タ ク
シ ー 会 社 が 運 営 し て い る そ う
で す 。 運 転 手 さ ん は ど の 方 も
と て も 親 切 で お 話 好 き 「 下 山
が 早 く て も 遅 れ て も 早 く 来 て
ず っ と 待 っ て い る か ら 自 分 の
ペ ー ス で 登 っ て き て 」 と 言 っ
て 頂 い た の に は も う 大 感 激 。
登 山 に 不 要 な 荷 物 も 大 き な ト

ラ ン ク で な け れ ば 預 か っ て 下
山 後 に 別 の 運 転 手 さ ん が 運 ん
で き て く れ る 。 最 初 の 計 画 で
は J R 那 須 塩 原 駅 か ら レ ン タ カ
ー で ホ テ ル ア ス ト リ ア に 2 泊
と 考 え て い た が 、 事 前 に 観 光
協 会 と 数 回 や り と り す る 中 で 、
湯 ノ 花 温 泉 で 料 理 が 美 味 し い
民 宿 や 、 山 の 情 報 、 馬 坂 峠 ま
で の 林 道 が 悪 路 と い う こ と 、
い ろ い ろ と 親 切 に 教 え て 頂 き 、
シ ャ ト ル タ ク シ ー 利 用 に 変 更
し た 。 そ の お か げ で 南 会 津 の
地 元 に 少 し で も 触 れ る こ と が
で き 楽 し い 山 旅 に な り ま し た 、
本 当 に 感 謝 で す 。

（記＆写真・峯川 弘子）



- 26 -

No .３ １ ３ １
白谷沢の滝･沢を楽しみましょう
白 谷 沢 ・ 棒 ﾉ折 山

実施日 ２０２３年９月24日（日）
天 候 晴れ
リーダー 瀧澤 きよの
参加者 石 附 智 江 ・ 遠 井 謙 策 ・ 瀧 澤

きよの 計３名
費 用 962円（池袋起算）ﾊﾞｽ1,340円
タイム 飯 能 駅 (7:47 )さ わ ら び の

湯 (8:30)白 谷 沢 橋 登 山 口(8:
08)岩 茸 石 (10 :40)権 次 入 峠
（11：45）棒ﾉ折山12:00(12
:40)岩 茸 石 (13:32)入 間 橋(1
5:08)さ わら び の湯 (15:18～
17:07 )飯能駅(17:47)

23日 (土 )の 山 行 予 定 8人 の 参 加 者
で し た が 、 天 気 不 安 定 で 24日 (日 )

変 更 で す 。
3 人 の 山 行 。 T
さ ん 電 車 安 全
点 検 で バ ス 一
本 遅 れ で 白 谷
沢 橋 登 山 口 で

追 い つ か れ ま し た 。
相 変 わ ら ず の ス ピ -ド で す 。
水 の 少 な い 有 馬 ダ ム を 後 に 樹 林

帯 の 急 登 を 登 り ま す 。 湿 度 ほ ぼ
な し 、 青 空 、 良 風 、 白 谷 沢 は 連
日 の 雨 で 、 増 水 し て ま す 。
渡 渉 も 岩 伝 い 歩 行 も 決 し て 若 者

に 先 に ど う ぞ
な し 。 気 持 ち
良 い 。 迫 力 の
天 狗 の 滝 、 白
孔 雀 ﾉ 滝 を 横

目 に ゴ ル ジ ュ 滞 の 岩 壁 が 迫 り 、
鎖 場 あ り ス リ
ル 満 点 で す
が 、 慎 重 に 進
む 。
林 道 に で ベ ン
チ で 一 休 み 。

階 段 は 線 状 降 水 か 傾 き 両 脇 の 急
登 を 登 り 大 岩 の 岩 茸 岩 に 、 さ ら
に 急 登 で ベ ン チ の 権次入峠。 水 飲
み 休 憩 で 棒 ﾉ折 の 広 い 山 頂 。
雲がかかり残念ながら、榛名山、赤城

山、スカイツリーも見えない。
楽 し い ラ ン チ 後
写 真 撮 影 は 、 賑
や か 若 き 女 性 グ
ル - プ に 若 い で す
よ 。 笑 っ て に 乗
せ ら れ 三 人 に ん
ま り の 証 拠 写 真
撮 影 。
下 山 は 岩 茸 岩 の

裏 か ら 河 又 の 道 標 に 従 い 下 山 。
杉 林 の 急 降 で す 。 林 道 を 三 回 横

切 る が 、 大 蛇 の よ う な 、 木 の 根
っ 子 で 雨 で 登 山 道 は 抉 ら れ 、 集
中 汗 か き か き 下 る 。
よ う や く 車 の 音 が 聞 こ え 、 御 墓

の 横 を 通 り 、 民 家 の 前 の 登 山 口 前
の 入 間 川 橋 を 渡 り 、 さ わ ら び の 湯
の ア ス フ ァ ル ト 急 登 で 登 山 終 了 。
有 名 な 10月 桜 は ち ら ほ ら で す 。
久 々 の 温 泉 で ゆ っ く り 山 話 も 出

来 疲 れ も 吹 き 飛 び ま し た 。
天 気 良 し 、仲 間 良 し 、温 泉 良 し 、

又 宜 し く お 願 い ま す 。
（記・瀧澤 きよの）
（写真提供・遠井謙策）
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No.３ １ ３ ２
百 名 山 雄 峰 を 二 つ 一 辺 に 楽 し む
火 打 山 ・ 妙 高 山

実施日 2023年10月1日(日)～３日(火)
天 候 曇り／曇りのち晴れ／晴れ
リーダー 宮崎 敏男
参加者 宮崎敏男、佐藤聡美 計２名
費 用 交通費 計19,060円､宿泊費計2

0,000円 合計39,060円
タイム 10/1 妙高高原(10:10∼20 )

笹ヶ峯(10:45)笹ヶ峰(11:
00)黒沢橋(12:08)富士見
平 (14 :40)高谷 池 ヒュ ッ
テ(15:40) 泊

10/2 高谷池ヒュッテ(6:30)天
狗の庭(07:00)ライチョ
ウ平(8:40)火打山(08:26∼
9:15)ライチョウ平(9:45)
天狗の庭(10:31)高谷池
ヒュッテ(11:17∼13:00昼
食)茶臼山～黒沢池ヒュ
ッテ(14:00) 泊

10/3 黒沢池ヒュッテ(6:00)大
倉 乗 越 (6 : 30 )長 助 池 分
岐(7:10)妙高山北峰(9:0
3)南峰(10:12)称名滝(1
3:52)燕温泉(14:45･温泉
入浴16:20 )関山駅着
(16:51)関山駅発(17:15)
妙高高原駅(17:24)長野
駅着(18:56)長野駅発(1
9:07)東京駅(20:52)

【10/１】新幹線故障で長野駅で2時間近
く の 足 止 め も 何 と か ク リ ア 。
笹 ヶ 峰 登 山 口 は 予 想 外 の 好 天
気 で 明 る い シ ラ カ バ 林 の 木 道
か ら ス タ ー ト 。
黒 沢 橋 の 袂 で 昼 食 後 は 登 り も

急 な 十 二 曲 り 。
下 山 者 と 多 く す れ 違 う が 皆 さ

ん 登 山 靴 、 パ ン ツ の 裾 、 中 に
は お 尻 か ら 腿 ま で 泥 ん こ だ ら
け 。
イ ヤ な 予 感 「 泥 遊 び で も し た

の ？ 」「 ど こ が ひ ど い の ？ 」
等 と 軽 口 す れ ば 「 全 部 だ よ 」
「 行 け ば わ か る よ 」 と 不 機 嫌
… 今 日 Ｎ ｅ ｗ 登 山 靴 の 履 き お
ろ し の 身 と し て は 心 中 穏 や か
な ら ず … 。
や が て 富 士 見 分 岐 。 Ｇ Ｏ Ａ Ｌ

は 間 近 と 思 い き や ゴ ロ 石 、 根
掛 か り 、 そ し て 難 難 敵 泥 ん こ
道 が 時 間 を 喰 う 。
到 達 し た ヒ ュ

ッ テ は 高 谷 池 、
火 打 山 を 彩 る
紅 葉 の 中 で 三
角 屋 根 が ひ と
き わ 引 き 立 っ
て い た 。
【 1 0 / 2 】 明 け 方 ま で 渋 い て い
た 霧 雨 も 直 止 み 高 谷 池 の 草 紅

葉 、 周 囲 の 山
々 の 紅 葉 が 秋
天 の 青 空 の 中
一 段 と 映 え る 。
火 打 山 頂 は ま
だ 霧 の 中 。 到

着 ま で に 晴 れ 上 が れ と 念 ず る 。
が 、 願 い む な し く 山 頂 は 乳 白
色 の 夢 幻 世 界 。 つ ぎ つ ぎ と 到
着 す る 人 と
無 念 を 分 か
ち 合 っ た 。
し か し 、 頂
上 直 下 か ら
眺 め る 天 狗
の 庭 、 高 谷
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池 と 広 が る 高 層 湿 原 そ の 背 後
に そ び え る 妙 高 山 の パ ノ ラ マ
景 観 は 補 っ て 余 り あ る も の だ
っ た 。
午 後 は 高 谷 池 で ゆ っ く り 昼 食

タ イ ム を 過 ご し た 後 三 つ 目 の
黒 沢 池 湿 原 、 ユ ニ ー ク な ド ー
ム 型 の 黒 沢 池 ヒ ュ ッ テ へ と 向
か っ た 。
【 1 0 / 2 】 今 回 は 笹 ケ 峰 か ら 火
打 ・ 妙 高 山 を 経 て 燕 温 泉 へ 向
か う 縦 走 コ ー ス 。

最 後 ま で 興 味
は 尽 き な い 。
急 登 の 大 倉 乗
越 を 一 転 ガ
レ 場 を 急 降 下 、
斜 面 を ト ラ バ

ー ス し て 長 助 池 分 岐 に た ど り
着 く 。
こ こ か ら 妙 高

山 北 峰 ま で 見
た 目 に も 実 際
歩 い て も 急 な
登 り だ 。
先 に 待 っ て い る 山 頂 へ の 期 待

が 背 中 を 押
す 。
妙 高 山 北 峰
山 頂 は 3 6 0
度 の 絶 景 と
秋 の 青 空 、
高 天 す じ 引

く 雲 、 感 動 ・ 有 頂 天 ！ 最 高 峰
の 南 峰 は 溶 岩 の 急 崖 に 囲 ま れ
荒 々 し い 。 下 山 は こ の 溶 岩 崖
に 刻 ま れ た ジ グ ザ グ 道 か ら 始
ま る 。 尋 常 で な い 溶 岩 回 路 、
ス パ と 切 れ そ う な 岩 、 岩 に 刻
ま れ た ス テ ッ プ と 鎖 の 道 。
標 高 差 1 6 0 0 ㍍ 余 り の 下 山 路 は

歩 き ガ イ が あ る 。 途 中 、 光 善
寺 池 、 称 明 滝 な ど の 景 観 も 楽
し み 、 到 着 し た 燕 温 泉 は 地 味
だ が 歴 史 あ る 名 湯 。 白 濁 、 湯
の 花 の 硫 黄 泉 が 気 持 ち イ イ 。
今 回 の 山 旅 は 良 か っ た 、 疲 れ
も 癒 さ れ た 。

（ 記 ･写 真 ・ 宮 崎 敏 男 ）

私 の 一 言 佐 藤 聡 美
新 幹 線 の 遅 れ や ド ロ ド ロ 道 の

ス タ ー ト で ど う な る 事 か と 思
い ま し た 。
火 打 の 頂 上 は あ い に く の 霧 の

中 で し た が 天 狗 の 庭 や 高 谷 池
ヒ ュ ッ テ の 景 観 は 見 る こ と が
出 来 、 妙 高 の 山 頂 で は 北 に 南
に 名 だ た る 名 山 が 雲 海 に 一 望 。
今 ま で に な い
眺 め 感 動 ！
辛 い 下 山 も 温

泉 で 一 汗 流 し 、
紅 葉 の 山 を 堪
能 し た 山 行 で
し た 。

（ 記 ･写 真 ： 佐 藤 聡 美 ）
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No.３ １ ３ ３
秘 境 秋 山 郷 の 紅 葉 と 苗 場 山
苗 場 山

実施日 2023年10月7日(土)～9日(日)
天 候 曇り後雨／晴れ／雨
リーダー 瀧澤 きよの
参加者 瀧澤きよの、峯川弘子 計２名
費 用 交通費14,230円／宿泊費17,

150円 合計 31,380円
タイム 10/7 越 後 湯 沢 (12 : 5 8 )（ 14

： 14） 津 南 町 役 場 (13 :
5 8 )見 玉 (14 : 3 5 )小 赤 沢
民 宿 (15:03) 泊

10/8 民 宿 (6 :30)三 合 目 登 山
口 (6:45∼6 :50)5合 目 (8 :
05 )苗 場 山 神 社 (10 :55∼
11:05)苗場山山頂(11:45
∼12 :15)深 穴 岩 (13:00赤
湯 橋 (18:10)赤 湯 温 泉 山
口館(19:00) 泊

10/9 赤 湯 温 泉 山 口 館 (7:15)
見 返 り 松 (8 : 0 0 )林 道 終
点 ( 9 : 0 0 ) ゲ ー ト ( 9 : 1 0

)越 後 湯 沢 (11:50)

1 0 / 7 移 動 日 越 後 湯 沢 駅 集 合
で 東 口 4 番 乗 場 の み 長 蛇 の 列 で
す 。 塩 沢 の 裏 か ら か な り の 急 坂
を 南 越 後 交 通 ﾊﾞｽは 津 南 町 役 場 で
下 車 。 雨 が 降 り 出 し ま し た 。
路 面 ﾊ ﾞ ｽ に 乗 り 換 え 、 見 玉 で 予
約 の デ マ ン ド ﾊ ﾞ ｽ に 乗 り 込 み 、
秋 山 郷 へ 結 東 の 石 垣 田 見 集 落
が 見 え だ し た 。 5 0 ｃ ｍ 位 の 黒
い 熊 が 横 切 っ た 。 急 登 の 民 宿
丸 山 荘 に 到 着 。
雨 本 降 り 、 傘 と バ ス タ オ ル 、

タ オ ル 借 り て 、 楽 養 館 へ 秘 境
の シ ョ ー ト カ ッ ト 橋 を 渡 り 、
階 段 登 り 熊 が 出 そ う な 急 登 を

登 り 上 げ る と 、 落 陽 館 で す 。
栗 が ぼ た ぼ た 落 ち 危 な い 。 風
呂 は 赤 食 の ?鉄 湯 、し ょ っ ぱ い 。
下 は 湯 花 が ザ ク ザ ク 。 ぬ る め

の 風 呂 で す 。
民 宿 に 戻 り 、
た く さ ん の
料 理 に 舌 ず
つ み 。 早 々
に 就 寝 。

10 / 8 吐 く 息 が 白 い マ イ ナ ス だ 。
雨 は 止 み 山 日 和 。
宿 か ら 山 タ ク で 苗 場 山 三 合 目

迄 、 駐 車 場 は 満 車 状 態 で す 。
最 初 か ら 急 登 で す 。
良 く 整 備 さ れ た 登 山 道 で す が 、

昨 日 の 雨 で 泥 ん こ 状 態 で す 。
木 の 根 っ こ が 滑 る 。
4 号 目 、 5 合 目

と 分 か り 安 い 。
ザ レ 、 鎖 場 と 7
合 目 、 8 合 目 か
ら は 、 白 馬 三 山
方 面 が 真 っ 白 、
雨 飾 山 、 等 々 会 話 が は ず み ま
す 。
最 後 の 階 段 登 り で 池 塘 に 出 ま す 。

草 紅 葉 、 雪 、 紅 葉 と 木 道 を 歩
き 苗 場 神 社 へ 2 ｍ 程 の 段 差 下 の
景 色 が 素 晴 ら し い 。

写 真 撮 り 、 9 合
目 確 認 木 道 両 面
に 雪 が 残 り 、 美
し い 。 こ こ か ら
大 き な 岩 、 石 と

泥 ん こ の 樹 林 を 歩 く と 自 然 体
験 交 流 セ ン タ ー が 見 え 多 く の
登 山 者 で い っ ぱ い で す 。
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苗 場 山 山 頂
写 真 撮 り 、
昼 食 し て い
る と 、 昨 日
の 滋 賀 県 4
人 女 性 （ ﾃ ﾞ

ﾏ ﾝ ﾄ ﾞ ﾊ ﾞ ｽ で 一 緒 ） と も 会 え 祓 川
に 下 る と の 事 。
こ ぶ し 会 は 赤 湯 に 木 道 歩 き ま

す 。 赤 湯 方 面 は 少 な い 。
木 道 終 わ る

や 、 い き な
り の 急 降 、
鎖 場 約 5 0 ｍ
ガ ン ガ ン 下
り 、 二 居 ダ
ム の ブ ル ー が 美 し い 。 木 を ま
た ぎ 、 く ぐ り 、 苔 、 枯 葉 、 草
藪 、 集 中 力 全 開 で 下 山 。
フ ク ベ イ 平 の ブ ナ 林 は ホ ッ ト

し て 歩 く 。 深 穴 岩 を 過 ぎ 、 も
う ２ 時 間 か か る 、 宿 に 電 話 す
る が 、 電 波 と ど か ず 。 樹 林 滞
な の で 、 ヘ ッ ド ラ ン プ 装 着 。 M
さ ん 小 赤 沢 コ ー ス で コ ン タ ク
ト レ ン ズ 片 方 な く し 、 安 全 第

一 で 下 山 。
よ う や く 川
が 見 え 宿 の
明 か り も 見
え 、 鉄 橋 を
渡 り 河 原 に
降 り 、 岩 の

→ に 歩 く が 、 道 が 切 れ て 、 分
か ら な い 。 二 人 で 、 地 図 を 確
認 ヤ マ ッ プ 、 昭 文 社 何 度 も 確
認 も 小 屋 後 300ｍ が 分 か ら な い 。
橋 か ら 何 回 の 戻 り こ れ は 動 か

な い 方 が い い 。 電 灯 、 ス マ ホ 、
ホ イ ッ ス ル で 、 宿 か ら 電 灯 の
光 で 向 か い に 来 て 頂 き ま し た 。
大 岩 で 大 雨
の た び に 道
が 変 わ り 、
分 か り ず ら
い と ご 主 人
言 っ て ま し
た 。 助 か り ま し た 。 お 風 呂 に 入
り 、 ご 飯 頂 き 、 爆 睡 。
1 0 / 9 朝 か ら 雨 具 装 着 で 赤 湯 温
泉 山 口 館 出 発 。 露 天 風 呂 。 屋
根 の あ る ふ ろ 場 を 横 目 に 鉄 梯
子 を 渡 り 、 急 登 を 登 り 上 げ る
ト ラ ロ ー プ も あ る が 、 雨 で 木
の 根 っ こ や 、 木 ま た ぎ で 見 返
り の 松 。 さ ら に 鷹 ﾉ 巣 峠 迄 の ア
ッ プ ダ ウ ン を 何 と か ク リ ア 、
林 道 に 出 ホ ッ ト し て 歩 く 。
ゲ ー ト で 車 で 帰 る 宿 の 妹 さ ん

に 声 か け て 頂 き 、 越 後 湯 沢 駅
迄 載 せ て 頂 く 事 と な り ま し た 。
あ り が た い 。 色 々 な お 話 聞 き
湯 沢 駅 で 別 れ 、 お 風 呂 に は い
り 、 昼 食 も 取 り 新 幹 線 に 乗 り
込 む 。
今 回 は 、 反 省 点 が い っ ぱ い で

す 。
夕 方 は 日 暮 れ が 早 い 。 ア ク シ

デ ン ト の 事 も 考 慮 し 、 装 備 は
必 ず 点 検 、 し て 歩 く 事 を 二 人
で 、 話 、 反 省 し ま し た 。
今 度 は 、 皆 さ ん で 、 赤 湯 温 泉

山 口 館 に 行 き ま し ょ う 。
（ 記 ＆ 写 真 ・ 瀧 澤 き よ の ）

（ 写 真 提 供 ・ 峯 川 弘 子 ）
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No .３ １ ３ ４
山形県と宮城県にまたがる船形連峰へ
船 形 山 ・ 泉 ケ 岳

実施日 2023年10月15日(日)～17日(火)
天 候 曇り一時雨晴れ・晴れ
リーダー 峯川 弘子
参加者 宇野輝代、峯川弘子 計２名
費 用 JR新幹線往復14,780円 (東京駅

起算) レンタカー(含ｶﾞｿﾘﾝ代)1
9,954円 宿泊15,000円(2泊)

タイム 10/16 旗坂ｷｬﾝﾌﾟ場(6:45)鳴清水
(8:19)三光の宮(9:16)蛇
ヶ岳分岐(9:58)千畳敷(1
1:28)船形山山頂(11:50-1
2:00)千畳敷(12:10-12:35)
蛇ヶ岳分岐(13:32)瓶石

沢(14:16)登山口(16:45)
10/17 泉岳自然ふれあい館大駐

車場(8:10)滑降コース入
口(8:30)お別れ峠(9:17)
水神(9:40)泉ヶ岳山頂(1
0:56-11:40)お別れ峠(12:
41)登山口(13:20)仙台駅
14:40ﾚﾝﾀｶｰ返却(15:23発
･JRやまびこ)帰京

10 /15 仙 台 駅 は 雨 、 レ ン タ カ ー
で 黒 川 郡 大 和 町 の ホ テ ル ル ー ト イ
ン ま で 約 1時 間 。 大 浴 場 に つ か り
今 日 は １ 階 に あ る レ ス ト ラ ン が 定
休 日 な の で す ぐ そ ば の 店 で 夕 食 。
2日 間 滞 在 で 部 屋 掃 除 は い い で す

と言うと缶ビール＆飲料3本のサービ
ス、ロビーのコーヒーは24時間飲み
放題、なんかめっちゃ嬉しい(笑)
10 / 1 6 雨 は や ん で 少 し 薄 日 も 出
て き た 。 今 日 は ロ ン グ コ ー ス 、 各
自 部 屋 で 朝 食 を す ま せ 出 発 。 舗 装
路 約 37分 、 旗 坂 登 山 口 に 到 着 す る
と 横 浜 ナ ン バ ー の 車 が 1台 、 ご 夫
婦 が 支 度 を し て い た 。
挨拶をして、雲に覆われてスッキリ

しない中、標識番号30からスタート、
山頂が1だとすると先は長そ～。
ス タ ー ト は し ば ら く 樹 林 帯 の 歩

き や す い 道 、 サ ク サ ク と 1時 間 ほ
ど 進 む と 雨 が 降 っ て き た 、 濡 れ な

い の で さ ら に 進 む と 雨 足 が 強 く な
り レ イ ン ウ エ ア を 着 込 む 、 が 、 足
が 止 ま る 。 撤 退 か ？ 2人 で 思 案 、
も う 少 し 進 ん で
雨 が や ま な け れ
ば 撤 退 し よ う と
い う こ と で テ ン
シ ョ ン も 低 め で
進 む 。 時 々 、 先
行 し た ご 夫 婦 の 笛 の 音 が 聞 こ え
る 、 熊 ？ ビ ビ り な が ら 樹 林 帯 を 抜

け る 頃 、 薄 日 が さ
し て き た ！ え ？ も
し か し て 行 け ち ゃ
う ？ 三 光 の 宮 に 着
く 頃 に は 青 空 が 広
が り そ こ か ら 見 事

な 紅 葉 が 始 ま っ た 。 そ し て 蛇 ヶ 岳
分 岐 、山頂への周回路だ。でも直近
のヤマレコでは背丈ほどのヤブ漕ぎ
を強いられるとの情報なので計画通
り升沢小屋を通るコースへ進む。
渡 渉 を し て 20分 ほ ど で き れ い な 避

難 小 屋 に 到 着 、 小 屋 を 通 過 後 そ れ
は始まった。
泥 々 ぐ ち ゃ ぐ ち ゃ

の 道 、 急 な 沢 登 り が
続 く 、 こ こ数 日 の 仙
台 は 雨 続 き で 水 流
も 強 い 、ま た か ー 、
な ん だ か 最 近 こ ん な と こ ろ ば か り
歩 い て る よ う な 気 が す る (笑 )で も
こ の 沢 の 苔 む し た 岩 は 思 う ほ ど 滑
ら な い 。 が 、 や は り 時 間 は と ら れ
る 。 下 山 は 滑 っ て も っ と 時 間 が か
か る か も 、 そ ん な こ と を 話 し な が
ら よ う や く 沢 を 抜 け 、 山 腹 に 広 が
る 見 事 な 紅 葉 に 感 嘆 し な が ら 尾 根
分 岐 へ 到 着 。 風 が 強 い 、 登 山 道 の
左 下 方 で 草 刈 り 機 の 音 が 聞 こ え て
き た 、 他 に 人 が い る こ と が わ か っ
て ち ょ っ と 安 心 。 前 方 右 上 に 山 頂
避 難 小 屋 が 見 え た 、 あ と 20分 、 先
行 し た ご 夫 婦 が 下 山 し て き た 。 沢
コ ー ス で 下 山 す る か た ず ね る と
「 い や 、 危 な い か ら 蛇 ヶ 岳 周 回 で
下 山 す る 。」「 ひ ど い ヤ ブ 漕 ぎ と
か ？ 」 と 私 、「 途 中 地 元 の 方 に 会
っ て 下 山 す る ま で に 草 を 刈 っ て お
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く か ら と 言 っ て く れ て た よ ！ 」「 貴
重 な 情 報 あ り が と う ご ざ い ま
す ！ 」 2人 で 大 喜 び (笑 )そ し て 標

識 番 号 1、 山 頂 、 わ っ
し ょ ー い ！ 霞 ん で は
い る が 遠 く に 飯 豊 ？
蔵 王 ？ 、 名 だ た る 東
北 の 峰 々 、 ゆ っ く り
し た い 山 頂 だ が さ ら
に 強 風 で 寒 い 。
避 難 小 屋 に 入 る と ま
っ た り し 過 ぎ て 時 間

も 押 す 、 少 し 下 っ て 風 を 回 避 で き
る と こ ろ で 大 休 止 で 昼 食 。 体 も 腹
も 温 ま り 出 発 、 下 山 は 沢 を 避 け ら
れ る 蛇 ヶ 岳 周 回 コ ー ス へ 。 山 腹 を
覆 う 紅 葉 を 満 喫 し な が ら 刈 り 取 ら
れ た ば か り の 熊 笹 で 歩 き に く い 絨
毯 と 青 い 匂 い と 共 に 蛇 ヶ 岳 山 頂 。
船 形 連 峰 の 全 容 が 見 渡 せ る 、 い い
山 だ 。 下 山 は 沢 を 避 け ら れ て も 、
泥 と 水 で ジ ャ ブ ジ ャ ブ の 草 原 、 熊
笹 と 粘 土 質 で 滑 り や す い 傾 斜 を 冷
や 汗 で 下 降 。 前 方 に 草 刈 り 機 の 音
は す る が 人 影 は 見 え な い ま ま 登 山
口 へ 到 着 。 気 が 付 く と 2人 と も レ
イ ン ウ エ ア の パ ン ツ と 靴 が も う 泥
ま み れ 、 早 朝 か ら 約 10時 間 、 お 疲
れ 様 で し た 。
10 / 1 7 無 料 の 朝 食 ビ ュ ッ フ ェ を
食 べ ゆ っ く り 出 発 。 30分 程 で 泉 岳
自 然 ふ れ あ い 館 大 駐 車 場 に 到 着 、
昨 日 と は う っ て 代 わ っ て 広 大 な レ
ジ ャ ー 施 設 だ 。 ス キ ー ゲ レ ン デ と
リ フ ト が 見 え る 、 ヤ マ ッ プ で 、 計
画 し た 時 短 コ ー ス 登 山 口 を 確 認 す
る と ゲ レ ン デ 方 向 、 い や な 予 感 。
登 山 届 BOXの 前 で 2名 の 中 年 男 性 2
人 、 コ ー ス を 伺 う と 、 1人 は 仙 台
出 身 の 方 で 数 か 所 あ る 各 コ ー ス の
詳 細 を 親 切 に 教 え て 頂 い た 。 ど こ
か ら で も 山 頂 ま で 約 2時 間 半 、 ゲ
レ ン デ 歩 き は 避 け よ う 、 ソ ッ コ ー
計 画 変 更 で 水 神 コ ー ス か ら 滑 降 コ
ースで周回することに決定。この方
達は北泉ヶ岳まで行くので山頂まで
一緒に行きましょう！と言って頂き
川沿いの樹林帯からスタート、各コ
ースの分岐お分れ峠へ到着。

そ こ か ら い つ も の 傾 斜 の あ る 登
山 道 、 30分 ほ ど で 水 神 に 到 着 、 親
切 に も 各 ポ イ ン ト で 待 っ て い て く
れる。写真を撮って頂き進むと傾斜
がぐっと増し、大岩ゴロの道を登り
上 げ る と そ こ で も
待 っ て い て く れ
「 こ れ で 難 所 は 終
わりですよー」
ガ イ ド さ ん の よ
う に 親 切 (笑 )
傾 斜 が 緩 や か に

な り 見 事 な 紅 葉 に 迎 え ら れ 山 頂 到
着 。 写 真 を 撮 っ て 頂 き 冷 た い 風 を
よ け 少 し 離 れ た 樹 林 に 囲 ま れ た 三
角 点 で 昼 食 。 ま っ た り し て い る と
次 々 と 登 山 者 さ ん が 到 着 、 さ て そ

ろ そ ろ 、 と 腰 を 上 げ
る と ガ イ ド さ ん は 私
達 を 待 っ て く れ て い
て 、 地 元 の 人 し か 立
ち 寄 ら な い と い う 少
し 先 の 山 頂 の 祠 へ 案
内 し て く れ た 。
祠 の 扉 を 開 け て 頂 き
今 回 の 2 座 登 頂 の お

礼 参 拝 ？ 、 そ し て 北 泉 ヶ 岳 へ 向 か
う お 二 方 と こ こ で お 別 れ 、「 お か
げ さ ま で 楽 し い 山 行 に な り ま し
た 、 あ り が と う ご ざ い ま し た ！ 」
と お 礼 を 言 い 滑 降 コ ー ス で 下 山 開
始 。な か な か の 傾 斜 を 下 降 、途 中 、
地 元 の 小 学 5年 生 の 遠 足 山 行 100人
ほ ど と 「 こ ん に ち
はー！」と口が疲れ
るほど次々と挨拶を
交わしながら登山口
へ到着。本当に地元
の人に愛されている
山だと実感、とても楽しい気分にな
りました。
船 形 連 峰 、 が ん ば っ て 荷 物 を 背

負 っ て 避 難 小 屋 1泊 で 船 形 山 ～ 北
泉 ヶ 岳 ～ 泉 ヶ 岳 ま で 縦 走 す れ ば も
っ と も っ と そ の 良 さ を 堪 能 で き た
か も し れ な い 。
3日 間 お 疲 れ 様 で し た 、 あ り が と

う ご ざ い ま し た 。
（記＆写真・峯川 弘子）
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No .３ １ ３ ５
大山の紅葉をみませんか
大 山

実施日 ２０２３年１０月２８（土）
天 候 晴れ
リーダー 瀧澤 きよの
参加者 瀧澤きよの、峯川弘子、津田和

子 計３名
費 用 小田急フリ-パス1,300円（登

戸起算）
タイム 秦 野(8:24 )ヤ ビツ峠(9:10

∼20)大 山 (11:00∼55)見 晴 台
(13 :20∼30)日 向 ふ れ あ い 学
習ｾﾝﾀｰ(15:00)

秦 野 駅 北 口 ヤ ビ ツ 峠 行 バ ス
停 は 貸 し 切 り 3 台 も 出 る 大 渋 滞
で す 。

菩 提 の 種 樹 で 2 0 0 人 参 加 去 年
は バ ス 貸 し 切 り が 復 路 だ け に
な っ た 為 だ と リ ー ダ ー の 方 に
話 を 聞 き ま し た 。

登 山 日 和 の 中 イ
タ ツ ミ 尾 根 登 り
ま す 。 多 く の 登
山 者 で 楽 し い 久
々 の T さ ん と の

話 題 に 花 が 咲 き 、 1 0 0 0 ｍ 越 え
リ ン ド ウ 、 紅 葉 を 見 な が ら 富
士 見 平 は 富 士 山 見 え ず 、 先 の
展 望 台 か ら 込 み 合 い を 避 け お
中 度 コ ー ス で ト イ
レ の 前 に 、 階 段 か
ら 大 山 山 頂 迄 写 真
撮 影 。

イ ケ メ ン 男 子 に
写 真 撮 っ て 頂 き 、
山 頂 込 々 、 M , T さ
ん 売 店 で か き 氷 購 入 。

い つ も の 事 で 大 山 か ら の 景
色 は 、 真 白 ガ ス ガ ス で す 。

ト イ レ 前 広 場 で 昼 食 。
紅 葉 は 始 ま っ

た ば か り ツ ズ
ラ 折 を 写 真 撮
り 、 時 々 見 え る
相 模 湾 や 三 ﾉ 塔
の 景 色 、紅 葉 を み て 見 晴 台 で す 。
振 り 返 る 大 山 は 絵 に な る 。
こ こ で 、 ロ ー プ ウ エ ー 乗 場

( 右 ) 別 れ 、 日 向 薬 師 コ ー ス 関
東 ふ れ あ い の 道 、 九 十 九 曲 を
下 り は ほ ぼ 貸 し 切 り 。
い つ も 飽 き 飽 き す る が 、 今 日

は 話 題 が 豊 富 で
大 山 固 有 種 フ ジ
バ カ マ 満 開 の 真
白 な 斜 面 を 見 、
写 真 撮 り な が ら

下 り ま す 。
滝 を 見 て 、 橋 渡 り 、 日 向 ふ れ

あ い 学 習 セ ン タ ー 舗 装 道 路 下
り 、 左 に ク ア ハ ウ ス 山 小 屋 日
帰 り 温 泉 で す 。 こ こ で Ｍ さ ん
車 な の で 、 解 散 。
Ｔ さ ん と 温 泉 貸 し 切 り 源 泉 か

け 流 し 、 翌 朝 迄 ポ カ ポ カ の 温
泉 に 入 り ま し た 。 忘 年 会 で も
い い の で は な い か と 思 い ま し
た 。 2 0 分 程 田 園 風 景 見 日 向 薬
師 バ ス 停 か ら 2 3 分 伊 勢 原 駅 で
解 散 。
紅 葉 は こ れ か ら が 見 ご ろ で す

が 、 フ ジ バ カ マ を 見 ら れ て 良 か
っ た 。 又 宜 し く お 願 い し ま す。

（記・瀧澤 きよの）
（写真提供・峯川弘子）
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No .３ １ ３ ７
ダイナミックな渓谷美を満喫
奥 多 摩 ・ 鳩 ノ 巣 渓 谷

実施日 ２０２３年１１月１２日（日）
天 候 曇り
リーダー 渋谷 京子
参加者 若 村 勝 昭 ､ 服 部 美 千 代 ､ 福

島 政 幸 ､ 山 崎 富 美 恵 ､ 石 附
智 江 ､渋 谷 京 子 ､伊 藤 久 雄 ､
徳 山 敬 子 ､ 瀧 澤 き よ の ､ 宮
崎 敏 男 計１０名

費 用 1,230円（立川起算）
タイム 古里駅(9:45)寸庭橋(10:20)東

屋(11:00∼11:30)鳩ノ巣小橋
(11:40)鳩ノ巣渓谷(11:45∼12:
30)東屋(12:35∼13:00)白丸ダ
ム(13:40∼13:45)数馬峡橋(14:
15)奥多摩駅(15:02)

数 日 前 の 暑 さ と う っ て 変 わ っ て
土 曜 日 か ら 師 走 並 み の 寒 さ に な っ
た 。 当 日 は 曇 り 空 の 下 メ ン バ ー 10
名 は 古 里 駅 に 集 結 し た 。 奥 多 摩 観
光 課 に ク マ 出 没 情 報 を 問 い 合 わ
せ 、 見 か け て な い と の 事 で あ っ た
が も し も に 備 え て 熊 ス プ レ ー 、 熊
鈴 、 ホ イ ッ ス ル を 携 帯 し て 出 発 。

駅 か ら 青 梅 街 道 を 横 切 り 多 摩 川
を 渡 っ た ら 右 折 、 舗 装 路 を 暫 く 進
む と 寸 庭 橋 こ こ か ら 本 格 的 な 山 道
と な る 。
分 岐 は 二 つ に 分 か れ る が そ の 先

で 合 流 し 上 り 坂 に
な り 眼 下 に 里 の 集
落 が 垣 間 見 え る 。
越 沢 方 面 と 鳩 ノ 巣
駅 と の 分 岐 に 東 屋
が あ り 早 め の 昼 食

タ イ ム と し た 。
8年 前 の こ ぶ し 会 山 行 時 は 貸 し

切 り で お や つ タ イ ム を 味 わ っ た
が 、 今 回 は 半 分 位 の 空 き で そ れ ぞ
れ 場 所 を 取 っ て 至 福 の 時 を 過 ご し
た 。 雲 仙 橋 を 渡 っ て 行 く と な ん と
サ ル が 欄 干 に 居 座 っ て い る 。 様子
を見ているとこちらに向かって来た
のにはびっくり！人を怖がるどころ
か景色を眺めてるようにも見える。

鳩 ノ 巣 小 橋 か ら は 紅 葉 は 僅 か だ
が 多 摩 川 上 流 の 流 れ が ダ イ ナ ミ ッ
ク な 景 観 を 作 り 出 し て い る 。 大 学
生 が ボ ル タ リ ン グ だ ろ う か 大 き な
マ ッ ト を 抱 え 奇 岩 や 巨 石 が 連 な る
渓 谷 に 下 り て 行 く 。
こ こ か ら 白 丸 ダ ム に か け て 高 さ 4

0mの 断 崖 が 500m程 続 い て い る 。
岩 と 木 々 が 織 り な す 絶 景 を 間 近 に
眺 め な が ら 歩 く 。
岩 場 も あ り 雨 上 が り 等 で 地 面 が

濡 れ て い る 時 は
充 分 注 意 し た
い 。 川 を 右 手 に
見 な が ら 植 林 帯
を 進 む と 白 丸 ダ
ム に 到 着 。
数 馬 峡 橋 辺 り で

川 面 に カ ヤ ッ ク を 見 か け る が 操 作
が 難 し そ う で ひ っ く り 返 っ た ら と
思 う と 尻 込 み し て し ま う だ ろ う 。
エ メ ラ ル ド グ リ ー ン の 川 面 の 美

し い こ と ！ 思 わ ず 見 と れ て し ま い
つ い つ い 何 度 も シ ャ ッ タ ー を 押 し
て し ま う 。
緩 や か な ア ッ プ

ダ ウ ン を 繰 り 返
し な が ら 樹 林 の
中 を 歩 く と 海 沢
の 集 落 に 出 る 。
道 標 に 従 い 舗 装 路 を 行 く と 奥 多 摩
駅 に 到 着 し た 。
本 日 は 晴 れ と は い か ず 残 念 、 晴

れ だ っ た ら 紅 葉 の 赤 や 黄 色 が 輝 い
て 見 え た 事 で し ょ う 。
道 標 は た っ ぷ り 見 逃 さ な け れ ば

迷 う 事 は 有 り ま せ ん 。 絶 景 の あ ま
り つ い ！ に 注 意 で す 。
10名 と 云 う 大 人 数 の 方 に 参 加 し

て 頂 き ま し て 有 り 難 う ご ざ い ま し
た 。 反 省 会 も 抜 か り な く お 喋 り し
笑 顔 満 開 ！ お 会 計 も と て も リ ー ズ
ナブルで最高の一日になりました。
ク マ で す が 、 大 人 数 で ワ イ ワ イ

ガ ヤ ガ ヤ な ら 多 分 で す が 退 散 し そ
う で す （ 笑 ）

（記＆写真・渋谷 京子）
（写真提供・伊藤久雄／宮崎敏男）
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No.３ １ ３ ８
大 菩 薩 東 端 の 静 か な 山
大 垈 山 ～ 宮 路 山

実施日 ２０２３年１１月１８日（土）
天 候 晴れ
リーダー 瀧澤 きよの
参加者 遠 井 謙 策 ､小 名 秀 鋭 ､瀧 澤

き よ の ､峯 川 弘 子 ､
（ｹﾞｽﾄ･村山智子） 計５名

費 用 1,198円（JR中央線高尾起算）
1,040円（ 往復）

タイム 大月駅(8:25)森屋荘(8:40)金
山鉱泉(9:25)大垈山(11:35∼1
2:05)宮路山(13:25)宝鏡寺薬
師堂(15:30)大月駅(15:55)

風 が 冷 た い が 、 山 日 和 で す 。
大 月 駅 で 5 人 ～ 6 人 乗 り タ ク シ

ー 交 渉 で キ ャ
ン セ ル 待 ち 5 人
乗 り タ ク シ ー
に て 、 森 屋 荘
迄 入 り 、 今 は
入 ら な い 金 山

鉱 泉 跡 へ 1 5 分 歩 く 、 車 道 は 荒
れ て い ま す が 登 山 者 は 沢 の 水
を 楽 し み 計 画 書 通 り 金 山 鉱 泉
跡 地 か ら 朽 ち た 橋 は 渡 ら ず 、
渡 渉 し 急 登 を よ じ 登 り 、 落 ち
葉 ラ ッ セ ル 楽 し い で す が 、 か な
り 荒 れ て 倒 木
ま た ぎ 、 ア ス
レ チ ッ ク 山 行
（ 下 山 迄 ） ピ ン
ク リ ボ ン に 助 け
ら れ ま す 。
貸 切 山 行 で 急 登 の 落 ち 葉 歩 き

で 金 山 峠 、 左 、 雁 ヶ 腹 摺 山 、
右 大 垈 山 後 2 0 分 落 ち 葉 で 稜 線
間 違 い 、 巻 き 道 歩 き で 指 導 標

を 大 垈 山 の 山 頂 を 地 図 確 認 こ
こ で 、 4 人 パ － テ － を 見 て 同 じ
ル ー ト だ と 知 る 。
3 0 0 年 以 上 の

大 ブ ナ 大 木
先 に 大 垈 山
山 頂 で 、 写
真 撮 影 し 、
お 昼 ご 飯 は
山 頂 下 だ が 、 雪 で も 降 る か と
思 う 程 だ が 仲 間 達 の お 昼 ご 飯
は 最 高 で す 。
な だ ら か 広 い 稜 線 、 紅 葉 の 美

し さ 、 心 に し み ま す 。 破 線 ル
ー ト は 迷 い も 考 慮 し ま し た が 、

新 し い ピ ン ク リ
ボ ン で ロ ス タ イ
ム な し で 宮 地 山
山 頂 か ら 3 0 ｍ 先
直 急 下 降 3 0 0 ｍ
落 ち 葉 で 滑 る 滑
る ､ 楽 し い ､ 木 跨
ぎ あ り ､ 荒 れ て 林
田 方 面 は 上 か ら

も 木 が 降 っ て 来 る わ 、 急 下 降 だ
わ 、 お ま け に 登 山 道 は 荒 れ て い
ま す 。
沢 の 音 が 聞

こ え 、 下 に 宝
鏡 寺 の 屋 根 見
え て 、 階 段 登
り 口 分 か り ず
ら い 宮 地 山 指 導 標 車 道 の 前 の
宝 仙 寺 薬 師 堂 で 予 約 の 5 人 乗 タ
ク シ ー で 大 月 駅 、 ゲ ス ト の 村
山 さ ん 歓 迎 会 久 し ぶ り で 、 楽
し か っ た 。
又 、 宜 し く お 願 い し ま す 。

（記・瀧澤きよの）
（写真提供・遠井謙策／峯川弘子）
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今 号 報 告 掲 載 予 定 で 中 止 に な っ た 山 行

No.３１３６ 11月4日(土) 涼しくなったので西丹沢トレーニング
檜 洞 丸 ～ 犬 越 路 CL 峯 川
日の短くなる時期で計画行程がややハードだったため

会 務 関 連

５ ３ 期 (2024年 度 )会 費 納 入 の お 願 い

総 務 担 当

１ ２ 月 は 来 期 会 費 の 納 入 月 と な り ま す の で 、 皆 様 に は 下 記
の と お り １ ２ 月 中 に 納 入 を 完 了 し て い た だ く よ う お 願 い 申
し 上 げ ま す。

記
１ . 納 付 方 法

①ゆうちょ銀行からの振込の場合（振込手数料は自己負担）
【ゆうちょ銀行 普通口座】
【記 号】 １０２４０
【番 号】 １９９１５４５１
【口座名義】 こ ぶ し 会

②他金融機関からの振込の場合（振込手数料は自己負担）
ゆうちょ銀行
【店 名】 ０二八（読み ゼロニハチ）
【店 番】 ０２８
【預金種目】 普通預金
【口座番号】 １９９１５４５
【口座名義】 こ ぶ し 会

２.納入金額 ３，０００円

３.納入期限 ２０２３年１２月３１日

以上、よろしくお願いします。
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山 岳 保 険 の 加 入 に つ い て
総務担当

１.山岳保険の加入義務
こぶし会では安全対策上「会則第１５条（安全対策）④会員は山

行レベ ルに 適 応 し た山 岳 保 険 又 は ハイ キ ン グ 保 険に 加 入 す る こと
とし、加入しない場合は山行に参加できないことがある。」と規定
し て い ます 。 山行 中の 事 故 で会 員 御自 身 の 傷 害 や他 人 に ケ ガ をさ
せ た り 、 他 人の 物を 壊し た こ と によ り 法律 上 の 賠償 責 任 を 負 う場
合 が あ り ま す 。 未加 入 者 は 安全 対策 上 問 題 が あ るので 山 行 に 参加
で き な い 場 合 が あり ます の で 、 必ず加 入 し て い ただ く よ う 御 願い
いたします。
こぶし会で加入手続きをしているのはスポーツ安全保険、日本山

岳救助機構合同会社（ＪＲＯ）、団体総合生活補償保険の三種類で
重複加入も可能です。

２.保 険 の 種 類
（ １ ） ス ポ ー ツ 安 全 保 険

① 補 償 対 象 と な る 事 故 の 範 囲
こ ぶ し 会 の 山 行 の み（ 他 の 会 の 山 行 、個 人 山 行 、冬 山 登 山 、

岩 登 り 、沢登 り 、フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ な ど 特 殊 な 技 術 と 経 験
を 要 す る も の は適用 外 ）
日 本 国 内 が 対 象

② 補 償 範 囲 （ Ｃ タ イ プ ／ ６ ４ 才 以 下 ）
死 亡 ２ ０ ０ ０ 万 円
後 遺 障 害 （ 最 高 ） ３ ０ ０ ０ 万 円
入 院 （ １ 日 ） ４ ０ ０ ０ 円
通 院 （ １ 日 ） １ ５ ０ ０ 円
対 人 賠 償 （ １ 人 ） １ 億 円
対 人 ・ 対 物 賠 償 合 算 １ 事 故 ５ 億 円
突 然 死 葬 祭 費 用 １ ８ ０ 万 円

（ Ｂ タ イ プ ／ ６ ５ 才 以 上 ）
死 亡 ６ ０ ０ 万 円
後 遺 障 害 （ 最 高 ） ９ ０ ０ 万 円
入 院 （ １ 日 ） １ ８ ０ ０ 円
通 院 （ １ 日 ） １ ０ ０ ０ 円
対 人 賠 償 （ １ 人 ） １ 億 円
対 人 ・ 対 物 賠 償 合 算 １ 事 故 ５ 億 円
突然死葬祭費用 １８０万円

③年 間 掛 金
（ Ｃ タ イ プ ／ ６ ４ 才 以 下 ） １ ８ ５ ０ 円 （ 途 中 加 入 で も 同 一 ）

（ Ｂ タ イ プ ／ ６ ５ 才 以 上 ） １ ２ ０ ０ 円 （ 途 中 加 入 で も 同 一 ）
④ 保険期間 令和６年４月１日から令和７年３月３１日の１年 間
⑤ 加 入 条 件 こ ぶ し 会 会 員 で あ る こ と

（ ２ ） 日 本 山 岳 救 助 機 構 合 同 会 社 （ Ｊ Ｒ Ｏ ）
① 補 償 対 象 と な る 事 故 の 範 囲 山 岳 ス ポ ー ツ 活 動 中 （ 登
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山 、 ハ イ キ ン グ 、 岩 登 り 、 沢 登 り 、 雪 山 、 フ リ ー ク ラ イ
ミ ン グ な ど ） に 山 岳 遭 難 事 故 に 遭 遇 し 、 そ の 捜 索 及 び 救
助 活 動 （ 日 本 国 内 が 対 象 ）

② 補 償 範 囲 捜索・救助などの費用 （最高限度額）５５０万円
③ 年 間 掛 金

入 会 金 ２ ０ ９ ０ 円 （ 初 年 度 の み ）
年 会 費 ２ ０ ９ ０ 円
事 後 分 担 金 ８ ０ ０ 円（ 預 か り 金 が あ る 方 は 必 要 あ り ま せ ん ）

④ 保険期間 令和６年４月１日から令和７年３月３１日の１年間
⑤ 加 入 条 件 こ ぶ し 会 会 員 で あ る こ と

（ ３ ） 団 体 総 合 生 活 補 償 保 険
① 補 償 対 象 と な る 事 故 の 範 囲

山 行 中 や 日 常 生 活 で の 加 入 者 自 身 の 負 傷 、 死 亡 、 後 遺 障 害 、
入院 、通院の 給 付 金 や 第 三 者 に 対 し て の 損 害 賠 償 （ 日 本 国 内
及 び海 外 が対 象 ）

② 補 償 範 囲
（ Ａ タ イ プ ） 死 亡 ・ 後 遺 障 害 ７ ８ 万 円 賠 償 １ 億 円
（ Ｇ タ イ プ ） 死亡・後遺障害１５０万円 入院 ２０００円／日

通 院 ・ １ ０ ０ ０ 円 ／ 日 賠 償 １ 億 円
③ 年間掛金 （Ａタイプ） ３,９２０円 （Ｇタイプ） １４,６５０円
④ 保 険 期 間

令和６年３月１日午後４時から令和７年３月１日午後４時の１年間
⑤ 加 入 条 件

こ ぶ し 会 会 員 で あ る こ と

３ .加 入 手 続
加入希望の場合は令和６年２月１０日迄に年間掛金を添えて振込下さい。

４ .加 入 希 望 の 場 合 の 振 込 先
① ゆ う ち ょ 銀 行 か ら の 振 込 の 場 合 （ 振 込 手 数 料 は 自 己 負 担 ）

ゆうちょ銀行 普通口座 記号１０２４０ 番号１９９１５４５１
口 座 名 義 こ ぶ し 会

② 他 金 融 機 関 か ら の 振 込 の 場 合 （ 振 込 手 数 料 は 自 己 負 担 ）
ゆ う ち ょ 銀 行
【 店 名 】 ０ 二 八 （ 読 み ゼ ロ ニ ハ チ ）
【 店 番 】 ０ ２ ８
【 預 金 種 目 】 普 通 預 金
【 口 座 番 号 】 １ ９ ９ １ ５ ４ ５
【 口 座 名 義 】（ こ ぶ し 会 名 義 ）

５ .そ の 他
保険の内容は会報掲載の都合上、令和５年度と同一にしていま す。
令 和 ６ 年 ２ 月 に 各 保 険 会 社 か ら の 通 知 に よ り 変 更 に な る 場 合 が
あります ので 御 了 承 下 さ い 。
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山 関 連 記 事 ・ 情 報 か ら １

冬 の 雪 山 登 山 過 酷 さ 世 界 ト ッ プ レ ベ ル の 日 本

冬 の 雪 山 、 雪 の あ る 冬 山 を 目 指 す 登 山 者 が 知 っ て お き た い ポ
イ ン ト と 雪 山 の 特 性 と 入 山 の 心 構 え

雪 の 北 ア ル プ ス に 今 日 も 朝 が 来 た ！
緑 豊 か な 山 々 が 雪 と 氷 に 覆 わ れ て 、

厳 し く も 荘 厳 な 美 し さ を 見 せ て く れ
る 季 節 の 到 来 で す 。 夏 の 延 長 線 上 で
服 装 と 装 備 を 揃 え た だ け で は 日 本 の
雪 山 を 安 全 に 楽 し む こ と は で き ま せ
ん 。 身 近 で 手 の 届 く 雪 山 か ら 風 雪 と
強 風 で 登 山 者 を 拒 む 雪 山 ま で 、 短 い

日 数 で 到 達 で き る の が 日 本 山 岳 の 良 い と こ ろ で も あ り 、
遭 難 が 多 い 原 因 で も あ り ま す 。
湿 っ た 冷 た い 季 節 風 が つ く る 霧 氷 が 木 々 を 飾 り ま す。

日 本 国 が 世 界 有 数 の 多 雪 地 域 で あ る の
は ご 存 じ の 方 も 多 い か と 思 い ま す 。 地 球
温 暖 化 傾 向 で す が 、 日 本 列 島 に 到 達 す る
水 蒸 気 は 今 も 昔 も 世 界 有 数 で あ る こ と は
変 わ り あ り ま せ ん 。
も ち ろ ん 、 お 住 い の 地 方 に よ っ て は 全 く 雪 を 見 る こ と も な
い と い う こ と も あ り ま す が 、 北 は 北 海 道 か ら 南 は 沖 縄 県 ま
で 南 北 に 長 く 、 ま た ６ ８ ５ ２ と い う 数 の 島 で 構 成 さ れ た 日
本 国 は 海 洋 国 家 で あ り 、 海 抜 ゼ ロ メ ー ト ル か ら 富 士 山 ３ ７
７ ６ メ ー ト ル を 最 高 峰 と す る ３ ０ ０ ０ メ ー ト ル 級 の 山 々 を
中 核 と し た 国 土 の ７ ５ ％ を 山 地 が 占 め る 山 岳 国 家 で も あ り
ま す 。
日 本 海 と い う 水 蒸 気 供 給 源 と シ ベ リ ア の 寒 気 と 強 風 が 列 島
の 脊 梁 山 脈 に あ た り 上 昇 気 流 と な っ て 大 量 の 雪 を 降 ら す 雪
雲 と な り ､日 本 海 側 気 候 エ リ ア に 大 量 の 降 雪 を も た ら し ま す 。

屋 久 島 の 冬

緯 度 が 高 い 東 北 地 方 や 北 海 道 だ け で な く 、
関 西 、 中 国 四 国 、 九 州 ま で 海 を 越 え て 冷 た
い 湿 っ た 気 流 が 山 々 の 山 腹 を 上 昇 す る と き
に 雪 も 降 ら し ま す し 、 過 冷 却 の 微 細 な 水 滴
は 木 々 や 岩 、 時 に は そ こ に 立 つ 人 ま で あ ら
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ゆ る 物 体 を 霧 氷 で 覆 い ま す 。

八ヶ岳天狗岳、寒風はあらゆるものを氷で包み込む。
"日 本 の 冬 の 雪 山 は 世 界 有 数 の レ ベ ル の

過 酷 さ で あ る "わ け と は ？
１ ． 急 峻 な 地 形 で あ る が 故 に 生 活 圏 か ら
短 時 間 で 森 林 限 界 エ リ ア の 過 酷 環 境 に 到
達 で き る 。 ⇒ 十 分 な 経 験 と 体 力 、 装 備 を
持 た な い 登 山 者 で も 容 易 に 引 き 返 せ な
い 領 域 に 入 り 込 む こ と に な っ て し ま い ま す 。

標 高 が 低 く て も 深 雪 に な る 日 本 の 山
２ ． 登 山 前 半 の 中 標 高 エ リ ア は 樹 林 の
積 雪 、 急 傾 斜 面 で あ る こ と が 多 い 。
☆ 樹 林 の お か げ で 風 は 穏 や か な の で 発

汗 が 多 く な る 。
☆ 遠 目 で 見 た 感 じ は 針 葉 樹 の 緑 で も 、

斜 面 に は 深 い 雪 が 積 も っ て い る 。
☆ 標 高 を 上 げ る に 従 い 夏 の 登 山 道 は 雪 に

埋 ま り 、登 山 者 自 ら の ル ー ト フ ァ イ ン デ ィ ン グ を 行 う 必 要 が あ る 。
☆ 傾 斜 の あ る 深 雪 で は ス ノ ー シ ュ ー よ り 在 来 型 の ワ カ ン に

優 位 性 が あ る 。 更 に 標 高 を 上 げ 、 岩 と 氷 が 想 定 さ れ る 山
岳 に 行 く 場 合 に は 加 え て ピ ッ ケ ル （ ア イ ス ア ッ ク ス ） と
ア イ ゼ ン （ ク ラ ン ポ ン ） の 携 行 は 必 須 と な る 。

大 熊 山 か ら み た 北 ア ル プ ス 剣 岳

３ .日 本 列 島 は 世 界 有 数 の 強 風 地 帯 。
冬 期 の 偏 西 風 は ヒ マ ラ ヤ 山 脈 で 大 き く

北 と 南 に 分 か れ 蛇 行 し た の ち 日 本 上 空
で 合 流 す る た め 、 ３ ０ ０ ０ メ ー ト ル 級
の 日 本 ア ル プ ス は 世 界 有 数 の 強 風 地 帯
と な り ま す 。
☆ 瞬 間 最 大 風 速 は 気 象 情 報 予 想 数 値 の ２ 倍 を 見 込 み 、 安 易

に 標 高 を 上 げ な い 。
☆ 鞍 部 な ど 地 形 に よ っ て 風 が 収 斂 し て 強 く な る 。
☆ 急 傾 斜 斜 面 や 稜 線 で の 転 落 の 大 き な 要 因 は 突 風 で あ る 。
☆ 日 中 の 樹 林 帯 登 降 時 に お い て 風 も 弱 く 気 温 が 高 い 場 合 、

汗 や 付 着 し た 雪 が 体 温 で 融 け て 衣 服 や 登 山 靴 な ど 身 に 着
け た 装 備 が 濡 れ て き ま す 。 対 策 を せ ず 標 高 を 上 げ て い け
ば 、 気 温 低 下 と 風 に よ る ヒ ー ト ロ ス で 低 体 温 症 の 危 険 が
よ り 高 ま っ て き ま す 。

☆ 登 山 用 の 肌 着 な ど 機 能 性 ウ ェ ア を 着 用 。
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☆ ヒ ー ト ロ ス を 防 ぐ 防 風 ウ ェ ア 着 用 。
☆ 頭 部 、 頸 部 、 手 指 と 手 首 な ど 体 温 が 逃 げ や す い 部 位 を 確

実 に 保 護 す る こ と 。
☆ 保 温 ボ ト ル の 温 か い 飲 み 物 と 行 動 食 を 小 ま め に 摂 る こ と 。
☆ 休 憩 は 風 を 遮 る 樹 林 帯 や 岩 陰 で 行 う こ と 。
☆ 寒 気 、 鳥 肌 、 震 え な ど 症 状 が 無 い か を 小 ま め に 確 認 す る こ と 。

強 風 で 舞 い 上 が る 雪 が 視 界 を 遮 る
４ ． 日 本 列 島 は 世 界 有 数 の 多 雪 地 帯
大 量 に 降 雪 が あ る と い う 日 本 列 島 の 特 性
に 加 え 、 複 雑 な 地 形 に 降 る 雪 は 先 に 述 べ
た 強 風 に よ っ て 風 上 か ら 風 下 に 雪 粒 が 移
動 し て 雪 庇 を 複 雑 に 形 成 し て い き ま す 。
無 積 雪 期 で あ れ ば 稜 線 上 を 快 適 に 歩 け る

登 山 道 は 全 く 使 う こ と は で き ず 、 形 成 さ れ た 積 雪 地 形 や 雪
庇 で の 踏 み 抜 き 転 落 や 滑 落 、 雪 崩 の リ ス ク が 高 ま り ま す 。
ま た 、 無 積 雪 期 に は 人 を 寄 せ 付 け な い 藪 や 樹 林 に 覆 わ れ た
尾 根 は 素 晴 ら し い 冬 の ル ー ト を 提 供 し て く れ ま す 。
☆ 無積雪期に記録された他人のGPSログデータを当てにでき ま せ ん。
☆ 登 山 地 図 に 積 雪 期 ル ー ト は 表 記 さ れ て い ま せ ん 。
☆ 先 行 者 の ト レ ー ス を 期 待 し て 計 画 し て は い け ま せ ん 。
☆ 風雪時には自分の付けたトレースはすぐに消え去ってし ま い ま す。
☆ ロ ー プ を 使 っ た 行 動 が 必 要 と さ れ る ケ ー ス も あ り ま す 。
☆ 大 量 の 積 雪 に よ っ て 行 動 不 能 に な る 場 合 も あ り ま す 。
☆ 雪 崩 が 頻 発 す る エ リ ア の 把 握 と 適 切 な 気 象 情 報 収 集 が

必 要 で す 。

元 々 の 地 面 は 雪 の 下 に

５ ． ア イ ス バ ー ン 形 成 に よ る 滑 落
日 本 列 島 は 中 緯 度 に 位 置 し て い る た

め に 冬 と い え ど も 寒 暖 の 差 が 大 き く 、
無 風 快 晴 で 雪 面 が 温 め ら れ る と 融 雪
し ま す 。 ま た 寒 冷 前 線 通 過 後 の 急 激
な 気 温 低 下 や 夜 間 や 夜 明 け に 空 が 晴
れ て い れ ば 放 射 冷 却 に よ っ て も 雪 面 は 氷 化 し ま す 。
☆ 冬 は 無 積 雪 期 の よ う に 登 山 靴 を 水 平 や フ ラ ッ ト に お け る

登 山 道 は あ り ま せ ん 。
☆ 鋭 利 な 爪 と 前 爪 を 持 つ ア イ ゼ ン と ピ ッ ケ ル を 使 い こ な す

技 術 が 必 要 で す 。
☆ 氷 、 堅 い 雪 、 湿 っ た 軟 雪 、 ザ ラ メ 雪 な ど 標 高 、 斜 面 の 向

き 、 風 の 当 た り 方 、 気 象 条 件 で 様 々 な タ イ プ に 対 処 す る
必 要 が あ り ま す 。

☆ 岩 と 雪 が ミ ッ ク ス さ れ た 場 面 が 出 て き ま す 。
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６ ． 急 峻 な 地 形 に 複 雑 な 谷 と で 形 成 さ れ て い る 山 岳 稜 線
火 山 地 形 だ け で な く 、 花 崗 岩 な ど の 火 成 岩 や チ ャ ー ト な ど
の 堆 積 岩 な ど 多 様 な 岩 石 で 構 成 さ れ て い る こ と と 地 震 や 活
発 な 地 殻 変 動 、 大 量 の 降 雨 や 降 雪 に よ る 風 化 作 用 が 日 本 の
山 岳 地 形 を 複 雑 に し て い ま す 。
☆ 急 峻 で 入 り 組 ん だ 尾 根 や 谷 が 発 達 し て い ま す 。

陽 が 暮 れ 行 く 北 ア ル プ ス 西 穂 高 岳

７ .低気圧通過後の急激な気温低下と荒天
低 地 に お い て は 低 気 圧 通 過 後 は 次 第 に
天 候 が 回 復 し て い く の が 普 通 で す が 、
標 高 の 高 い 山 岳 地 帯 に お い て は 低 気 圧
通 過 後 に 冬 型 の 気 圧 配 置 と な り 、 上 空
に 寒 気 が 流 入 し て 標 高 の 高 い 山 岳 地 帯

は 急 激 な 気 温 低 下 と 大 荒 れ 天 候 と な り ま す 。 過 去 に 起 き た
大 き な 気 象 遭 難 時 の 天 候 要 因 で す 。
☆ シ ベ リ ア か ら の 寒 気 流 入 の 動 き を チ ェ ッ ク し て お く 。
☆ 低 気 圧 の 気 圧 変 化 、 等 圧 線 の 混 み 具 合 を チ ェ ッ ク し て お く 。

８ .視 界 不 良 に よ る ル ー ト ミ ス
下 山 時 の ル ー ト ミ ス は 致 命 的 な 状 況 に な る 場 合 が あ る 。 積
雪 期 の ホ ワ イ ト ア ウ ト で は 傾 斜 や 方 角 な ど 平 衡 感 覚 も 不 安
定 と な り 船 酔 い 感 覚 と な っ て し ま う こ と も あ り ま す 。 転 落
や 滑 落 、 ル ー ト ロ ス を 起 こ す 原 因 の ひ と つ な の で 、 む や み
に 動 き 回 っ て は い け ま せ ん 。
☆ 停 滞 に 耐 え ら れ る 体 力 、 精 神 、 装 備 が 求 め ら れ ま す 。
☆ チ ー ム メ ン バ ー が バ ラ バ ラ に な ら な い よ う に し ま す 。
☆ ロ ー プ を 活 用 し た 積 雪 地 形 で の ル ー ト フ ァ イ ン デ ィ ン グ

も 必 要 と な る こ と も あ り ま す 。

１ 月 の 南 ア ル プ ス 仙 丈 ケ 岳
９ ． ス マ ホ ア プ リ と GPSを 積 雪 期 の 風 雪 下 で
使 用 す る こ と は ほ ぼ 不 可 能 。

手 袋 を し た ま ま 、 雪 や 水 滴 が 付 着 し た ス マ
ホ 画 面 を 操 作 で き な い と い う の が 現 実 で す 。
☆ 地 図 ア プ リ を イ ン ス ト ー ル し た ス マ ホ

は 必 ず 持 っ て い き 、 ロ グ 記 録 は と る よ
う に し ま す 。

☆ 地 図 ア プ リ と 連 動 し た 登 山 届 と 電 波 発 信 デ バ イ ス を 携 行
す る よ う に し ま す 。
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☆ バ ッ テ リ ー 温 存 の 為 に あ ら か じ め の 地 図 デ ー タ を ダ ウ ン
ロ ー ド 、 機 内 モ ー ド を 活 用 、 適 切 な タ イ ミ ン グ で の 使 用
を 行 い ま す 。

☆ 携 行 し た 予 備 バ ッ テ リ ー の ケ ー ブ ル 挿 入 時 の 濡 れ は ス マ
ホ を 破 壊 す る 原 因 の ひ と つ で す 。 確 実 に 乾 い た 状 態 の と
き に 充 電 を 行 い ま す 。

厳 冬 の 西 穂 高 ダ イ ヤ モ ン ド ダ ス ト に 光 柱 が 輝 く
冬 に 雪 が 降 る 山 を 登 る 登 山 ス タ イ ル は 日 本
ら し い 登 山 文 化 で す 。 そ こ で 使 わ れ る ワ カ
ン は 古 来 よ り 雪 の 国 ニ ッ ポ ン で 使 わ れ て き
ま し た 。
現 代 の 素 晴 ら し い 装 備 と の コ ラ ボ レ ー シ ョ
ン が 多 く の 登 山 者 が 雪 山 に 入 る こ と を 可 能
に し て い ま す 。

素 晴 ら し い 雪 の 峰 々 に 会 い に 行 く 為 に
は 、第 一 に 体 力 、装 備 、経 験 が 必 要 で す が 、

何 よ り も 不 自 由 な 歩 行 、 不 快 な 環 境 、 不 愉 快 な 天 気 を 受 け
止 め る 忍 耐 力 が 求 め ら れ ま す 。 安 易 に 手 に 入 ら な い か ら こ
そ 、 美 し い 景 色 に 出 会 え た 時 の 喜 び も 格 別 で す 。

自 然 の 脅 威 に 立 ち 向 か う の で は な く 、 機 嫌 の 良 い 時 に 遊
ば せ て も ら う 謙 虚 さ を 持 っ て 山 に お で か け く だ さ い 。

最 後 に な り ま す が 、 登 山 届 は 確 実 に お 願 い い た し ま す 。

加藤智二(日本山岳ガイド協会認定山岳ガイ･カメラマン・写 真 も す べ て 筆 者 撮
影 )

日本山岳ガイド協会認定山岳ガイド・カメラマン

ネパール・パキスタン・中国の８０００ｍ級ヒマラヤ登山を経験。４０年

間の登山活動で得た登山技術、自然環境知識を基に山岳ガイドとして活動

中。ガイド協会発行「講座登山基礎」、幻冬舎「日本百低山 日本山岳ガイ

ド編」の共同執筆。阪急交通社「たびコト塾（山と自然を学ぶ）」、野村證

券「誰でもできる健康山歩き」セミナー講師。山岳・山歩きに関するテレ

ビ番組への出演・取材協力。頂上を目指さない脳活ハイキングの実践。登

山防災協議会会員、一般社団法人日本山岳レスキュー協会社員、公益社団

法人日本山岳ガイド協会安全対策委員会委員長、山岳ガイドステージⅡ
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山 関 連 記 事 ・ 情 報 か ら 2

山岳遭難「過去最多の2か月で809人」!「2位の静岡」を超えた「最多遭難県」

山 で し か 味 わ え な い 壮 大 な 景 色 を 見
た り 、 美 し い 自 然 に 身 を お い て リ フ
レ ッ シ ュ し た り で き る の が 登 山 の 魅
力 だ 。 し か し 、 登 山 に は ケ ガ や 遭 難
の リ ス ク が 常 に 存 在 す る 。 登 山 に お
け る 遭 難 は 、 毎 年 ど れ く ら い 起 き て
い る か 知 っ て い る だ ろ う か ? 山 岳 遭
難 （ ※ ） の 情 報 は 、 警 察 庁 が デ ー タ
を 公 表 し て お り 、 2 0 2 3年 夏 期 の 情 報

が 更 新 さ れ た ば か り だ 。 そ こ で 、 そ の デ ー タ を も と に 山 岳 遭
難 の 現 状 を 解 説 す る 。登山のリスクを正しく認識し、安全に登山を
楽しもう。

◆ 2023年 夏 期 の 山 岳 遭 難 者 数 は 809人 で 過 去 最 多 !
コ ロ ナ 禍 に よ る 行 動 制 限 が な く な り 、 登 山 人 口 は 再 び に ぎ わ い
をみせ てい る 。そ ん な な か 、 2023年 夏 期 （ 7～ 8月 ） に お け る 山
岳 遭 難者 数は 809人 、死 者 ・ 行方 不 明 者 は 61人 と 、 と も に 統 計
が 残 る 1968年以 降 で最 多 と な っ た 。遭 難 者 数は 前 年 比 で 23人 増
加 。ち な み に 、2022年 に おけ る 年 間 の 遭 難 者 数は 3506人 だっ た 。
山 岳 遭 難 :登 山 や 山 菜 取 り 、 観 光 な ど で 山 に 入 り 遭 難 し た 人 。
目 的 別にお いて 、登 山 の 割 合 は 8割 ほ ど。
続 いて、山岳遭難 の発生場所は長 野県が一番多く、101人に上 っ
ている。次いで静岡県が85人、富山県が59人だ。日本アルプスや富
士山など、人気のある山で遭難事故が集中していると推測される。

山 岳 遭 難 者 を 年 齢 別 で 見 る と 、 60～ 70代 が 多 く 、 346人 で 全
体 の 4割を 占めて い る 。 高 齢 に な る と 体 力 や 筋 力 が 低 下 し 、 疲
れ た り 転 びや すく な った り する 。

◆ 2023年 夏 期 （ 7～ 8月 ） の 山 岳 遭 難 デ ー タ の ま と め
・ 山 岳 遭 難 者 数 :809人
・ 山 岳 遭 難 の 発 生 場 所 :長 野 県 や 静 岡 県 、 富 山 県 が 多 い
・ 年 齢 別 山 岳 遭 難 数 :60～ 70代 が 約 4割 以 上 を 占 め る

◆山 岳 遭 難 の 原 因 は 「 道 迷 い 」 と 「 転 倒 」 が 多 い

山岳救助の瞬間
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次 に 、 山 岳 遭 難 が 発 生 し た 原 因 に つ い て 見 て み よ う 。 2023年
夏 期 の デ ー タ か ら 、 山 岳 遭 難 の 原 因 を 割 合 の 多 い 順 に 5つ 挙 げ
る と 、 転 倒 ・ 道 迷 い ・ 病 気 ・ 滑 落 ・ 疲 労
と い う よ う な 順 に な る 。 と く に 、 転 倒 と
道 迷 い は 、 ど ち ら も 全 体 の 2割 以 上 を 占 め
て い る 。 夏 期 は 富 士 山 や 日 本 ア ル プ ス な
ど 、 標 高 の 高 い 山 や 人 気 の 山 に 登 る 人 が
増 え る 。 そ の た め 、 転 倒 や 疲 労 、 高 山 病

な ど の 病 気 に よ る 遭 難 の 割 合 が 多 い と 考
え ら れ る 。

◆山 岳 遭 難 の デ ー タ か ら 対 策 を 考 え よ う 。
山岳 遭難は年々増えて いることから、 登山する際は油断 せず、適

切 な準備 をし て か ら 山 に 入 る よ う に し よ
う。特に、遭難事故が多発する富士山や日
本アルプスの山々に登る ときは、よりいっ
そう注意したいところだ。山の情報を集め、
無理のない登山計画を立て、適切な登山装
備を用意して登ろう。
山 岳 遭 難 は 転 倒 や 道 迷 い に よ る も の

が 多い 。そ れ ら を 未 然 に 防 ぐ こ と が 効 果 的 な 遭 難 対 策 に な る 。
そ こ で 、 お す す め の方法 は 、実 際 の遭 難事 故 例 を 書 籍 や 動 画で 学
ぶ こ とだ 。 特 に 、ド キュ メ ン タ リ ー系の も の だ と遭 難 の 怖 さ をリ
ア ルに 想 像 で き る の で 、 真 剣 に 考 える きっ か け に な る だろ う 。

◆山 岳 遭 難 の 現 状 を 把 握 し て 、 登 山 を 安 全 に 楽 し も う
登 山 に は ケ ガ や 遭 難 の リ ス ク を 伴 う が 、 適 切 な 対 策 を 行 っ て

い れ ば 、 そ の リ ス ク を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る だ ろ う 。 そ
の 第 一 歩 と し て 、 山 岳 遭 難 の デ ー タ を も と に 解 説 し た 。 登 山 前
に 山 に つ い て 情 報 を 調 べ た り 、 道 迷 い や 転 倒 の 対 策 を 立 て た り
す る こ と が 安 全 登 山 に つ な が る 。登 山 に お け る 安 全 知 識 を 学 び 、
美 し い 自 然 の 景 色 を見に行こう。

川村 亨（かわむら とおる）
東北の山を駆け巡る登山ライター。
日帰り登山がメインで、緑の広がる草原が好き。

木道に注意喚起の標 識

会津駒富士見林道から燧ヶ岳



- 46 -

山 関 連 記 事 ・ 情 報 か ら 3 （2023.9 Yahooネ ッ ト 記 事 ）
登山歴15年「先輩からの5つの教え」

登 山 初 心 者 だ っ た こ ろ 、 先 輩 に 登 山 の ル ー ル を た く さ ん 教 え
て も ら っ た 。 当 時 は あ ま り ピ ン と き て い な い も の も あ っ た が 、
登 山 歴 15年 と な っ た 今 で は 、 教 え て も ら っ た ル ー ル で 自 分 の 命
が 守 ら れ て い る と 感 じ る こ と が 多 々 あ る 。 こ こ で は 、 先 輩 が 教
え て く れ た 「 登 山 の 教 え 」 を 5つ 紹 介 す る。

◆そ の 1 . グ ル ー プ 登 山 で も 地 図 は 全 員 1つ
持つ 、 先 輩 に は 「 必 ず 全 員 1つ ず つ 地 図 を 持
つ 」こ と を教えら れ た 。 グ ル ー プ 登 山 で も 、
全 員揃 っ て 無事 に下 山で き る と は 限 ら な い 。
も し グ ル ー プ 内の 登 山経 験 者が ケ ガ や 体 調 不
良 で 動け な く な って も 、 動け る 人 が助 け を 呼

びに 行ったり、下山したりできるようにするため だ。
当 時 は 登 山 計 画 書 を 先 輩 が 作 っ て 事 前 に 渡 し て く れ た た め 、 当

日 ま でに 登 山 ル ー ト を 地 図 で 追 っ て お く こ と も 教 わ っ た 。 登 山 を
始 め た 頃は ま だ 地 図 ア プ リ が 普 及 し て お ら ず 、 紙 の 地 図 で 現 在 地
を把 握す る 必要 が あ っ た 。 そ の た め 、 山 小 屋 や 道 標 な ど わ か り や
す い 目印 があ る 場所で 現 在 地 確 認 の 練 習 を し 、 地 形 図 の 読 み 方 も
教 え て も ら った 。 お かげ で 、 登 山 道 が わ か り に く い 場 所 や 道 標 が
倒 れ て い る と き で も 、迷 わず 進め る よ う に な っ た。

◆その2. 自分のものは自分で持つ
当たり前のことだが、地図と同じ理由で「自分

のものは自分で持つ」ことも教えられた。とく
に水は重いため、体力がある人に持ってほしい
と思いがちだが、万が一水を持った人 とはぐれ
てしまったとき、無事に下山できなくなる。
初心者の頃、小さなデイバッグを使っていた

が、そのバッグがパンパンになっても自分の荷
物は自分で持っていた。

◆その3. 晴れていてもレインウエアを持っていく
登 山 の 3種 の 神 器 の 一 つ と 言 わ れ る レ イ ン ウ ェ
アも、 山には絶対 に持って行くように教えら れ
た。しかし 筆 者は当時、レインウェアはかさば
る た め 、で き れば 持っ て行 きた く ない と考 え 、
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晴れ予報でもなぜ 必 要なのかと疑問だっ た。
しかし登山経験を重ねるにつれ、山の天気は本当に変わりやすいと

実感した。 標高の高い場所ではとくに、天気がめまぐるしく変わる
の は珍しくない。登山口の天気 と、山頂や稜線の 天気が違うのも よ
くあることだ。
変わりやすい山の天気に対応するため、絶対に持って行こう。

◆ そ の 4. 山 で の 行 動 は 、 午 後 3時 ま で
登 山 で は 「 午 後 3時 ま で に そ の 日 の 活 動

を 終 え る 」 と い う ル ー ル も 教 え て も ら っ
た 。 午 後 3時 ま で に 下 山 、 ま た は そ の 日
の 宿 泊 地 に 着 く よ う に 逆 算 し て 登 山 計 画
を 立 て る た め 、 行 動 時 間 を 延 ば し た い な
ら 早 朝 出 発 す る し か な い 。
日 没 の 少 し 前 か ら 山 の 中 は 真 っ 暗 に な

る た め 、 周 り や 足 元 が 見 え ず 、 歩 く の が
困 難 に な る 。 ま た 夜 は 野 生 動 物 の 活 動 も 活 発 に な り 、 危 険 性 が
高 ま る 。

日 の出 前の早 朝の行 動と 、万が 一下山が遅くな ってしまった場 合
に備え、ヘッドライトもザックに入れておこう。

◆ そ の 5 . 初 心 者 で も 「 連 れ て 行 って も ら う 」 で は な く 「 一 緒
に 行 く 」気 持ち で行 動 す る 。
初 心 者 だ っ た こ ろ 、 先 輩 か ら 「 登
山 に 連 れ て 行 っ て も ら う と い う 気
持 ち で は な く 、 一 緒 に 行 く と い う
気 持ちで 来 てほ しい 」と 言 わ れ た。
「 連 れ て 行 っ て も ら う 」 と い う
気 持 ち で い る と す べ て 他 人 任 せ

に な っ て し ま い 、 登 山 経 験 者 に 万 が 一 の こ と が あ っ た と き 、 運
命 を 共 に す る こ と に な っ て し ま う 。「 一 緒 に 行 く 」 と い う 気 持
ち で い れ ば 、 万 が 一 の 時 は 助 け ら れ る か も し れ な い し 、 自 分 も
無 事 に 下 山 で き る 可 能 性 も 高 ま る 。 自 分 や 仲 間 の 命 を 守 る た め
に も 「 一 緒 に 行 く 」 と い う 気 持 ち が 大 切 だ 。

◆マナーや装備を確認し、安全に登山を楽しもう
山でのマナー違反や装備不足は、他人に迷惑をかけるだけでなく、

自分や仲間の命を失うことにもつながってしまう。筆者は先輩に教
えてもらったルールを今でも守っており、安全に登山を楽しめてい
る。登山は大自然の中で活動するアクティビティだということを意
識し、マナーを守って万全の装備で 山 を 楽 し も う 。
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52期（2023.1.1～11.19）個人別サマリー

会員 52期
No. Kﾎﾟｲﾝﾄ 52期 通算 52期 通算

1 557 石 附 智 江 20 20 370 0 80
1 614 峯 川 弘 子 20 20 104 0 8
1 623 宮 崎 敏 男 20 20 147 0 51
4 607 瀧 澤 き よ の 18 18 204 0 64
5 570 伊 藤 久 雄 13 13 12 0 51
6 633 阿 部 み ゆ き 12 12 45 0 3
7 569 中 村 友 子 11 11 320 0 84
8 565 渋 谷 京 子 9 9 299 0 87
8 568 遠 井 謙 策 9 9 141 0 34
8 624 佐 藤 聡 美 9 9 39 0 4
11 639 津 田 和 子 9 9 13 0 ─
12 598 徳 山 敬 子 7 7 148 0 23
13 599 小 名 秀 鋭 7 7 129 0 12
13 426 若 村 勝 昭 6 6 266 0 13
13 576 石 原 勝 正 6 6 306 0 84
16 468 服 部 美 千 代 4 4 91 0 5
16 545 山 崎 富 美 恵 4 4 212 0 25
16 577 宇 野 輝 代 4 4 180 0 39
16 632 阿 部 一 郎 4 4 30 0 2
20 529 涌 井 良 明 3 3 389 0 93
20 564 渋 谷 賢 寿 3 3 175 0 57
22 263 若 村 貴 世 子 2 2 331 0 2
22 475 一 柳 昭 2 2 371 0 66
22 609 白 石 佐 恵 2 2 55 0 14
25 527 福 島 政 幸 1 1 75 0 21
25 555 小 村 井 好 江 1 1 102 0 31
25 638 斎 藤 実 1 1 8 0 0
28 546 白 石 恵 美 子 0 0 335 0 78
28 608 石 附 恵 理 子 0 0 47 0 9
28 616 児 玉 章 0 0 19 0 8

順 氏 名 山 行 集 会
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順 氏 名 担 当 L 順 氏 名 担当L
１ 涌 井 良 明 １６７ 9 伊 藤 久 雄 ３０
２ 若 村 勝 昭 １２２ 10 若 村 貴 世 子 ２８
３ 一 柳 昭 １１9 11 石 原 勝 正 ２４
４ 瀧 澤 き よ の ９１ 12 宮 崎 敏 男 ２１
５ 渋 谷 京 子 ６９ 13 事業部･運営委員･L会 １７
６ 白 石 恵 美 子 ５７ 14 遠 井 謙 策 １７
７ 峯 川 弘 子 ５２ 15 渋 谷 賢 寿 １６
８ 中 村 友 子 ４３ 16 阿 部 み ゆ き ６
（会報編集時点の在籍会員のみ） 現行常任リーダー

５２期 担 当 役 員

会 長 ･ 会 報 ･ 広 報 涌 井 良 明

総 務 ・ 会 計 一 柳 昭

山行統括･山行ﾘｰﾀﾞｰ 涌 井 良 明
山 行 リ ー ダ ー 一 柳 昭

〃 渋 谷 賢 寿
〃 渋 谷 京 子

〃 伊 藤 久 雄

〃 瀧 澤 き よ の

〃 峯 川 弘 子
〃 宮 崎 敏 男
〃 阿 部 み ゆ き

役員(新会員担当) 阿 部 一 郎

担当リーダー実績 （～2023年11月19日現在）

あ･と･が･き…か？
◆ コ ロ ナ 禍 も す っ か り 報 道 も 減 っ て 鎮 静 化 の 様 相 で す が 、 実 際 は そ れ な り
に 潜 行 し な が ら 更 に 変 異 を 繰 り 返 し つ つ 再 拡 大 を 伺 っ て い る よ う で お 互 い に
こ れ か ら も 注 意 し て い き た い も の で す 。

◆ 主 に ネ ッ ト 情 報 で す が 今 年 の 夏 は 山 岳 遭 難 記 事 に 多 く 触 れ た よ う な き も し
ま す 、 し ば ら く ぶ り で の ソ レ ー と ば か り に ト レ ー ニ ン グ も そ こ そ こ に 山 へ 出
か け た こ と も 影 響 し て い る の で し ょ う ね 。 ◆ 今 号 は 既 に 来 期 53期 の 計 画 案
に な り ま し た 、 会 員 の 減 少 は 今 後 も 続 い て 行 く の か 懸 念 さ れ る と こ ろ で す が 、
例 え 山 の 参 加 回 数 は 減 っ た と し て も 山 が 好 き で 縁 あ っ て 当 会 に 集 っ た 仲 間 で
す 。 会 員 と の 山 を 介 し た 触 れ あ い も 楽 し め る 場 と し て 会 を 利 用 し て い た だ け
る と 有 り 難 い で す 。 今 号 も ど う や ら 皆 さ ん に 届 け ら れ る こ と を う れ し く 思 っ
て い ま す 。
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